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1．ご自身や家族の状況について 

（１）地域 

F1．はじめにお住まいの地域を教えて下さい。（1つに○） 

 

「常盤平地区」が13.1％で最も高く、次いで「明第1地区」が12.2％となっている。 
 

 
 

（2）性別 

F2．あなたの性別についてお伺いします。（どちらかに○） 

 

「男性」が45.4％、「女性」が52.6％である。 

 
 

（3）年齢 

F3．あなたの現在の満年齢をご記入ください。（平成26年1月17日現在） 

 

「60～64歳」が28.1％で最も高く、次いで「40～44歳」が22.1％となっている。 

40～44歳, 

22.1

45～49歳, 

17.4

50～54歳, 
14.2

55～59歳, 
15.9

60～64歳, 

28.1

不明, 2.3

n=1,463

（%）

 

n=1,463 

（%）

（%） 

n=1,463 
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［性別］ 
 

「60～64歳」が男性（24.7％）、女性（32.1％）でともに高くなっている。 
 

 
 

（4）家族構成 

F4．あなたの家族構成についてお伺いします。（1つに○） 

 

「家族などと同居（二世帯住宅を含む）」が76.2％を占め、「一人暮らし」が16.7％、「その他（施

設入居など）」が0.8％となっている。 

 

（5）同居家族 

F4-1． あなたと同居されている方についてお伺いします。（あてはまる全てに○） 

 

「配偶者（夫・妻）」が60.6％を占め、次いで、「自分の親」が29.5％、「息子」が22.2％、「娘」が

21.2％などとなっている。 
 

 

（%） 

n=1,463 

n=1,463（複数回答） 

（%）
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（6）職業 

F5．あなたの職業についてお伺いします。（1つに○） 

 

「会社員（役員を含む）」が36.1％で最も高く、以下、「パート･アルバイト」が18.9％、「無職」が

13.0％となっている。 

 

 

（7）所得 

F6．あなたの世帯全体の所得（年金を含む手取り）は以下のどれに該当しますか。（1つに○） 

 

「200万円以上600万円未満」が49.1％で最も高く、以下、「600万円以上」が25.4％、「200万円未満」

が15.9％となっている。 

 

 

（8）住まいの形態 

F7．あなたのお住まいは、一戸建て、または集合住宅のどちらですか。（どちらかに○） 

 

「一戸建て」が63.2％、「集合住宅」が34.5％となっている。 

 

（%） 

n=1,463 

（%） 

n=1,463 

（%） 

n=1,463 
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（9）住まいの所有形態 

F8．あなたのお住まいは、次のうちどれにあたりますか。（1つに○） 

 

「持家」が74.0％で最も高く、以下、「民間賃貸住宅」が17.4％、「公社・公団の賃貸住宅」が3.5％

などとなっている。 

 
 

（10）エレベーター 

F9．（2階以上の方）お住まいにエレベーターは設置されていますか。（どちらかに○） 

 

「ある」が17.4％、「ない」が70.5％となっている。 

 
 

（11）現在の経済的な暮らしの状況 

F10．あなたは、現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。（1つに○） 

 

「苦しい」（20.2％）と「やや苦しい」（41.8％）を合わせた『苦しい』が62.0％、「ややゆとりが

ある」（30.8％）と「ゆとりがある」（4.0％）を合わせた『ゆとりがある』が34.8％となっている。 

 

（%） 

n=1,463 

（%） 

n=1,463 

n=1,463 

（%）
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（12）現在の時間的な暮らしの状況 

F11．あなたは、現在の暮らしの状況を時間的にみてどう感じていますか。（1つに○） 

 

「忙しい」（23.4％）と「やや忙しい」（38.3％）を合わせた『忙しい』が61.7％、「ややゆとりが

ある」（25.9％）と「ゆとりがある」（9.0％）を合わせた『ゆとりがある』が34.9％となっている。 

 
 

（13）情報入手 

F12．あなたは普段から社会保障や行政などの情報を何によって入手していますか。（あてはま

る全てに○） 

 

「テレビ・ラジオ」が73.8％と突出して高く、以下、「インターネット」が7.9％、「新聞」が5.2％、

「広報まつど」が4.2％、「町内回覧板・回覧・掲示板」が3.3％などとなっている。 
 

 

 

（%） 

n=1,463 

n=1,463（複数回答） 

（%）
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2．身体状態や日常の生活状況について 

（1）現在の健康状態 

Q1．あなたは、普段から健康だと思いますか。（1つに○） 

 

「とても健康」（10.9％）と「まあまあ健康」（67.9％）を合わせた『健康』が78.8％、「あまり健

康ではない」（13.7％）と「健康ではない」（4.2％）を合わせた『健康ではない』が17.9％となって

いる。 

 
 

［性別］ 

『健康』は女性（82.6％）が男性（77.7％）より4.9ポイント高くなっている。 

 
 

［年齢］ 

「55～59歳」の「あまり健康ではない」（18.1％）と「健康ではない」（4.3％）を合わせた『健康

ではない』が22.4％と高くなっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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（2）健康維持 

Q1-1． あなたは、日常的に健康維持のために特に気をつけていることはありますか。（あては

まる全てに○） 

 

「食事や栄養に気をつけている」が55.9％で最も高く、以下、「定期的に健康診断を受けるように

している」が44.4％、「体を動かしたり、運動をするようにしている」が42.4％などとなっている。 
 

 
 

［性別］ 
 

女性の方が気をつけている割合が高い項目が多いが、「体を動かしたり、運動をするようにいして

いる」と「タバコや飲酒を控えるようにしている」は男性の方が高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

食
事
や
栄
養
に
気
を

つ
け
て
い
る

体
を
動
か
し
た
り

、

運
動
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
る

休
養
や
睡
眠
を
十
分

に
と
る
よ
う
に
し
て

い
る

ス
ト
レ
ス
解
消
を
心

が
け
て
い
る

定
期
的
に
健
康
診
断

を
受
け
る
よ
う
に
し

て
い
る

仕
事
や
家
事
な
ど
で

疲
れ
す
ぎ
な
い
よ
う

に
し
て
い
る

タ
バ
コ
や
飲
酒
を
控

え
る
よ
う
に
し
て
い

る 体
重
や
血
圧
な
ど
を

日
頃
か
ら
自
分
で
管

理
し
て
い
る

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な

い 不
明

全体 1,152 55.9 42.4 43.9 28.3 44.4 19.2 13.9 21.6 0.6 12.4 0.4

男性 516 51.2 45.3 42.1 26.9 40.7 16.1 17.1 21.5 0.8 14.0 0.4

女性 636 59.7 40.1 45.4 29.4 47.5 21.7 11.3 21.7 0.5 11.2 0.5
 

［年齢］ 
 

他の年代と比べ、、60～64歳は「体重や血圧などを日ごろから自分で管理している」（36.6％）が高

くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

(

複
数
回
答

)

食
事
や
栄
養
に
気

を
つ
け
て
い
る

体
を
動
か
し
た

り

、
運
動
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
る

休
養
や
睡
眠
を
十

分
に
と
る
よ
う
に

し
て
い
る

ス
ト
レ
ス
解
消
を

心
が
け
て
い
る

定
期
的
に
健
康
診

断
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
い
る

仕
事
や
家
事
な
ど

で
疲
れ
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
て
い
る

タ
バ
コ
や
飲
酒
を

控
え
る
よ
う
に
し

て
い
る

体
重
や
血
圧
な
ど

を
日
頃
か
ら
自
分

で
管
理
し
て
い
る

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い

な
い

不
明

全体 1,152 55.9 42.4 43.9 28.3 44.4 19.2 13.9 21.6 0.6 12.4 0.4

40～44歳 275 52.4 30.2 42.2 24.7 34.9 17.5 13.1 9.8 0.7 16.0 0.7

45～49歳 202 53.5 38.1 46.5 33.7 44.1 16.3 16.3 15.3 1.0 13.9 1.0

50～54歳 166 48.2 33.1 35.5 22.3 50.0 19.3 13.9 21.1 0.0 15.7 0.0

55～59歳 178 56.2 44.9 39.9 29.2 44.4 18.0 11.2 20.2 0.6 10.1 0.0

60～64歳 328 63.7 58.8 50.6 30.5 50.0 23.2 14.3 36.6 0.6 8.2 0.3

n=1,152（複数回答）

（%）
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（3）健康診査 

Q2．あなたは、毎年健康診査を受けていますか。（どちらかに○） 

 

「はい」が65.6％、「いいえ」が29.5％となっている。 
 

 
 

［性別］ 
 

「はい」は男性（70.3％）が女性（63.9％）より6.4ポイント高くなっている。 

 
 

［年齢］ 
 

「はい」は40～44歳（69.3％）で高くなっている。一方、「いいえ」は60～64歳（31.9％）で他の

年代と比べ、高くなっている。 

 

（%） 

n=1,463 



第1章  若年者調査 

15 

（4）歯科健康診査 

Q3．あなたは、毎年歯科健康診査を受けていますか。（どちらかに○） 

 

「いいえ」が74.0％、「はい」が25.3％となっている。 

 
 

［性別］ 
 

「はい」は女性（30.4％）が男性（19.7％）より10.7ポイント高くなっている。 

 

［年齢］ 
 

60～64歳の「はい」（32.4％）が他の年代と比べ、高くなっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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（5）治療中または後遺症のある病気ケガ 

Q4．あなたは、現在治療中、または後遺症のある病気やケガはありますか。（あてはまる全てに

○） 

 

「ない」が42.2％で最も高いが、治療中などの人は「高血圧」が15.4％、「高脂血症（脂質異常）」

が8.4％、「糖尿病」が7.6％、「目の病気」が6.1％となっている。 
 

 
 

［性別］ 
 

「高血圧」は男性（18.8％）が女性（12.7％）より6.1ポイント高く、「筋骨格の病気（骨粗しょう

症、関節症等）」は女性（7.0％）が男性（2.6％）より4.4ポイント高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

高
血
圧

脳
卒
中

（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
等

）

心
臓
病

糖
尿
病

高
脂
血
症

（
脂
質
異
常

）

呼
吸
器
の
病
気

（
肺
炎
や
気
管
支
炎

等

）

胃
腸
・
肝
臓
・
胆
の
う
の
病
気

腎
臓
・
前
立
腺
の
病
気

筋
骨
格
の
病
気

（
骨
粗
し
ょ
う
症

、
関

節
症
等

）

外
傷

（
転
倒
・
骨
折
等

）

が
ん

（
新
生
物

）

血
液
・
免
疫
の
病
気

う
つ
病

認
知
症

（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
等

）

パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病

目
の
病
気

耳
の
病
気

そ
の
他

な
い

不
明

全体 1,463 15.4 0.6 2.6 7.6 8.4 2.9 4.6 1.6 4.9 2.1 2.3 0.9 3.6 0.1 0.3 6.1 2.8 10.9 42.2 8.4

男性 664 18.8 1.4 3.6 9.8 8.7 2.6 4.4 2.9 2.6 2.7 1.5 0.9 3.6 0.2 0.6 5.3 2.1 8.6 42.3 7.1

女性 770 12.7 0.0 1.8 5.7 8.1 3.4 5.1 0.6 7.0 1.7 3.0 0.9 3.8 0.1 0.1 6.8 3.1 12.7 42.2 9.2
 

n=1,463（複数回答） 

（%） 
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［年齢］ 
 

45～49歳の「うつ病」6.3％、60～64歳の「高血圧」25.8％が他の年代と比べ、高くなっている。 

(%)

回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回

答

）

高
血
圧

脳
卒
中

（
脳
出
血
・
脳
梗
塞

等

）

心
臓
病

糖
尿
病

高
脂
血
症

（
脂
質
異
常

）

呼
吸
器
の
病
気

（
肺
炎
や
気

管
支
炎
等

）

胃
腸
・
肝
臓
・
胆
の
う
の
病

気 腎
臓
・
前
立
腺
の
病
気

筋
骨
格
の
病
気

（
骨
粗
し
ょ

う
症

、
関
節
症
等

）

外
傷

（
転
倒
・
骨
折
等

）

が
ん

（
新
生
物

）

血
液
・
免
疫
の
病
気

う
つ
病

認
知
症

（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
等

）

パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病

目
の
病
気

耳
の
病
気

そ
の
他

な
い

不
明

全体 1,463 15.4 0.6 2.6 7.6 8.4 2.9 4.6 1.6 4.9 2.1 2.3 0.9 3.6 0.1 0.3 6.1 2.8 10.9 42.2 8.4

40～44歳 323 4.6 0.0 0.9 3.1 2.5 3.4 3.7 0.9 1.5 1.9 0.6 0.3 4.0 0.3 0.0 2.5 1.2 11.5 58.5 8.7

45～49歳 255 5.9 0.0 2.0 4.7 7.1 2.0 5.1 2.0 3.5 2.4 1.6 0.4 6.3 0.0 0.8 3.1 3.5 11.8 53.7 5.9

50～54歳 208 17.8 0.5 2.4 6.7 7.2 1.4 4.3 2.4 3.4 1.0 2.9 1.0 2.9 0.0 1.0 6.3 1.9 15.4 40.4 7.7

55～59歳 232 21.1 1.3 3.0 9.5 11.2 4.3 6.0 0.9 4.7 2.6 2.6 1.7 2.6 0.4 0.0 6.0 3.9 10.3 34.5 8.2

60～64歳 411 25.8 1.2 4.4 12.4 12.7 3.4 4.9 2.2 9.5 2.4 3.6 1.2 2.9 0.0 0.2 10.7 2.9 7.8 28.0 9.2
 

 

（6）タバコ 

Q5．あなたは、タバコを吸っていますか。（1つに○） 

 

「もともと吸っていない」が51.1％で最も高く、以下、「ほぼ毎日吸っている」が23.4％、「吸って

いたが止めた」が22.7％、「時々吸っている」が2.1％となっている。 

 
 

［性別］ 
 

男性は「ほぼ毎日吸っている」と「吸っていたが止めた」がともに33.6％、女性は「もともと吸っ

ていない」の69.7％が最も高くなっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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［年齢］ 
 

55～59歳の「ほぼ毎日吸っている」（31.0％）と「時々吸っている」（3.0％）を合わせた『吸って

いる』が34.0％で他の年代と比べ、高くなっている。 

 
 

（7）酒 

Q6．あなたは、お酒を飲みますか。（1つに○） 

 

「ほぼ毎日飲む」（26.5％）と「時々飲む」（37.2％）を合わせた『飲む』が63.7％、「飲んでいた

が止めた」（5.6％）と「もともと飲まない」（30.1％）を合わせた『飲まない』が35.7％となってい

る。 

 

［性別］ 
 

『飲む』は男性（71.8％）が女性（56.9％）より14.9ポイント高くなっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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［年齢］ 
 

他の年代に比べ、55～59歳は『ほぼ毎日飲む』（35.3％）が特に高くなっている。 

 
 

（8）家族や友人・知人などに相談しているか 

Q7．あなたは、何かあったときに、家族や友人などに相談していますか。（どちらかに○） 

 

「はい」が79.7％、「いいえ」が13.1％となっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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［性別］ 
 

「はい」は女性（87.3％）が男性（71.2％）より16.1ポイント高くなっている。 

 

［年齢］ 
 

「はい」は40～44歳（83.0％）が最も高くなっている。 
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［世帯構成］ 
 

「はい」はその他（施設入居など）（83.3％）が、「いいえ」は一人暮らし（25.3％）が高くなって

いる。 

79.7

67.3

83.0

83.3

13.1

25.3

10.7

16.7

7.2

7.3

6.4

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=1,463

一人暮らし

n=245

家族などと同居

（二世帯住宅を含む）

n=1,115

その他（施設入居など）

n=12

はい いいえ 不明
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（9）相談相手 

Q7-1．あなたが相談する相手の方を教えてください。（あてはまる全てに○） 

 

「配偶者（夫・妻）」が52.9％で最も高く、以下、「友人・知人」が47.7％、「自分の親」が36.8％、

「兄弟･姉妹」が29.2％、「娘」が21.3％などとなっている。 
 

52.9 

16.6 

21.3 

1.5 

29.2 

36.8 

1.7 

47.7 

17.3 

4.1 

8.1 

0.2 

0.6 

0.0 

0.1 

0.4 

2.0 

2.6 

0.4 

2.0 

0.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

兄弟・姉妹

自分の親

配偶者の親

友人・知人

職場の人

隣近所の人

医師・歯科医師・看護師

民生委員・児童委員

自治会・町内会

老人クラブ

社会福祉協議会

地域包括支援センター

ケアマネジャー

市役所（支所含む）・保健福祉センター

県の窓口（保健所など）

その他

不明

 
 

［性別］ 
 

男性は「配偶者」（61.9％）が、女性は「友人・知人」（57.6％）が最も高くなっている。 

(%)

回
答
者
数

（
人

）
（
複
数

回
答

）

配
偶
者

（
夫
・
妻

）

息
子

娘 子
の
配
偶
者

兄
弟
・
姉
妹

自
分
の
親

配
偶
者
の
親

友
人
・
知
人

職
場
の
人

隣
近
所
の
人

医
師
・
歯
科
医
師
・
看
護

師 民
生
委
員
・
児
童
委
員

自
治
会
・
町
内
会

老
人
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

市
役
所

（
支
所
含
む

）
・

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

県
の
窓
口

（
保
健
所
な

ど

）

そ
の
他

不
明

全体 1,166 52.9 16.6 21.3 1.5 29.2 36.8 1.7 47.7 17.3 4.1 8.1 0.2 0.6 0.0 0.1 0.4 2.0 2.6 0.4 2.0 0.1

40～44歳 268 53.4 4.1 4.9 0.0 25.4 69.8 3.4 55.2 23.1 2.6 4.5 0.4 0.4 0.0 0.0 0.0 1.9 1.5 0.4 1.1 0.0

45～49歳 200 48.5 11.0 11.0 0.5 30.0 52.5 2.0 50.5 26.0 2.5 10.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.5 1.0 2.0 1.0 2.0 0.0

50～54歳 171 45.0 10.5 17.0 0.6 26.9 38.6 1.2 52.0 20.5 5.3 9.9 0.0 0.6 0.0 0.6 1.2 4.1 5.3 1.2 4.1 0.0

55～59歳 174 51.1 20.1 27.6 2.9 29.3 22.4 2.3 46.6 16.1 4.6 6.3 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 2.3 1.1 0.0 1.7 0.0

60～64歳 327 59.3 31.5 39.1 2.8 33.6 6.7 0.0 38.5 6.1 5.2 10.7 0.3 0.6 0.0 0.0 0.6 1.2 3.4 0.0 1.8 0.3

n=1,463（複数回答） 

（%）
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［年齢］ 
 

40～49歳までは「自分の親」、50～54歳までは「友人･知人」、55歳以上になると「配偶者（夫・妻）」

が最も高くなっている。 

(%)

回
答
者
数

（
人

）
（
複
数

回
答

）

配
偶
者

（
夫
・
妻

）

息
子

娘 子
の
配
偶
者

兄
弟
・
姉
妹

自
分
の
親

配
偶
者
の
親

友
人
・
知
人

職
場
の
人

隣
近
所
の
人

医
師
・
歯
科
医
師
・
看
護

師 民
生
委
員
・
児
童
委
員

自
治
会
・
町
内
会

老
人
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー

市
役
所

（
支
所
含
む

）
・

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

県
の
窓
口

（
保
健
所
な

ど

）

そ
の
他

不
明

全体 1,166 52.9 16.6 21.3 1.5 29.2 36.8 1.7 47.7 17.3 4.1 8.1 0.2 0.6 0.0 0.1 0.4 2.0 2.6 0.4 2.0 0.1

40～44歳 268 53.4 4.1 4.9 0.0 25.4 69.8 3.4 55.2 23.1 2.6 4.5 0.4 0.4 0.0 0.0 0.0 1.9 1.5 0.4 1.1 0.0

45～49歳 200 48.5 11.0 11.0 0.5 30.0 52.5 2.0 50.5 26.0 2.5 10.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.5 1.0 2.0 1.0 2.0 0.0

50～54歳 171 45.0 10.5 17.0 0.6 26.9 38.6 1.2 52.0 20.5 5.3 9.9 0.0 0.6 0.0 0.6 1.2 4.1 5.3 1.2 4.1 0.0

55～59歳 174 51.1 20.1 27.6 2.9 29.3 22.4 2.3 46.6 16.1 4.6 6.3 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 2.3 1.1 0.0 1.7 0.0

60～64歳 327 59.3 31.5 39.1 2.8 33.6 6.7 0.0 38.5 6.1 5.2 10.7 0.3 0.6 0.0 0.0 0.6 1.2 3.4 0.0 1.8 0.3  
 

［世帯構成］ 
 

一人暮らしは「友人・知人」（57.6％）が、家族などと同居（二世帯住宅を含む）は「配偶者（夫・

妻）」（61.0％）が、その他（施設入居など）は「兄弟･姉妹」（50.0％）が最も高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

配
偶
者

（
夫
・
妻

）

友
人
・
知
人

自
分
の
親

兄
弟
・
姉
妹

娘 職
場
の
人

息
子

医
師
・
歯
科
医
師
・

看
護
師

隣
近
所
の
人

市
役
所

（
支
所
含

む

）
・
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

1,166 52.9 47.7 36.8 29.2 21.3 17.3 16.6 8.1 4.1 2.6

一人暮らし 165 2.4 57.6 20.6 41.8 14.5 18.2 8.5 10.3 9.7 6.7

家族などと同居（二世帯住宅を含む） 925 61.0 46.3 40.2 26.7 21.7 16.9 17.6 7.9 3.0 1.8

その他（施設入居など） 10 20.0 40.0 30.0 50.0 10.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0

全体
世
帯
構
成
別  

 

（10）グループ参加 

Q8．あなたは、日頃、グループや会等に参加していますか。（あてはまる全てに○） 

 

「参加していない」が最も高いが、参加している人は「趣味関係のグループ」（13.3％）、「スポー

ツ関係のグループやクラブ」（11.5％）などとなっている。 
 

3.4

11.5

13.3

0.1

7.5

2.7

6.2

64.3

1.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

老人クラブ

町内会・自治会

学習・教養サークル

その他のグループや会

参加していない

不明

 

n=1,463（複数回答）

（%）
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［性別］ 
 

男性に比べ、女性の参加率が高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

グ
ル
ー
プ

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の

グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ

ブ 趣
味
関
係
の
グ

ル
ー
プ

老
人
ク
ラ
ブ

町
内
会
・
自
治
会

学
習
・
教
養
サ
ー

ク
ル

そ
の
他
の
グ
ル
ー

プ
や
会

参
加
し
て
い
な
い

不
明

全体 1463 3.4 11.5 13.3 0.1 7.5 2.7 6.2 64.3 1.9

男性 664 3.3 10.8 10.4 0.3 6.5 1.5 6.5 67.5 1.4

女性 770 3.4 12.1 15.8 0.0 8.3 3.8 6.1 61.7 2.1
 

 

［年齢］ 
 

55～59歳は「スポーツ関係のグループやクラブ」への参加が高く、その他の年代は「趣味関係のグ

ループ」への参加が高くなっている。 
(%)

回
答
者
数

（人

）

（複
数
回
答

）

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の

グ
ル
ー
プ

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の

グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ

ブ 趣
味
関
係
の
グ

ル
ー
プ

老
人
ク
ラ
ブ

町
内
会
・
自
治
会

学
習
・
教
養
サ
ー

ク
ル

そ
の
他
の
グ
ル
ー

プ
や
会

参
加
し
て
い
な
い

不
明

全体 1,463 3.4 11.5 13.3 0.1 7.5 2.7 6.2 64.3 1.9

40～44歳 323 2.8 8.0 9.6 0.0 5.0 0.9 5.9 72.4 0.6

45～49歳 255 1.6 9.8 13.3 0.0 7.1 2.0 3.9 68.6 0.8

50～54歳 208 1.9 8.2 9.1 0.0 6.7 1.9 7.7 67.3 3.4

55～59歳 232 3.9 11.6 9.5 0.0 8.6 3.9 5.6 62.9 3.4

60～64歳 411 5.4 17.0 20.7 0.5 9.5 4.4 7.8 54.3 1.5

 

（11）地域活動等への参加状況 

Q9．あなたは、日頃、地域で行われている活動に参加していますか。（あてはまる全てに○） 

 

「参加していない」が80.1％で突出して高いが、参加している人は「地域行事（祭りなどの地域の

催しもの等）」（11.9％）、「地域の生活環境の改善（美化）活動」（3.8％）などとなっている。 
 

0.6

0.8

1.0

3.8

2.7

11.9

1.8

80.1

2.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

見守りが必要な高齢者を支援する活動

介護が必要な高齢者を支援する活動

子供を育てている親を支援する活動

地域の生活環境の改善（美化）活動

交通安全・防犯防災の活動

地域行事（祭りなどの地域の催しもの等）

その他の活動

参加していない

不明

 

n=1,463（複数回答） 

（%）
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［日常生活圏域］ 
 

「地域行事（祭りなどの地域の催しもの等）」は六実六高台地区で最も高くなっている。 

（%）
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

見
守
り
が
必
要
な
高

齢
者
を
支
援
す
る
活

動 介
護
が
必
要
な
高
齢

者
を
支
援
す
る
活
動

子
供
を
育
て
て
い
る

親
を
支
援
す
る
活
動

地
域
の
生
活
環
境
の

改
善

（
美
化

）
活
動

交
通
安
全
・
防
犯
防

災
の
活
動

地
域
行
事

（
祭
り
な

ど
の
地
域
の
催
し
も

の
等

）

そ
の
他
の
活
動

参
加
し
て
い
な
い

不
明

全体 1,463 0.6 0.8 1.0 3.8 2.7 11.9 1.8 80.1 2.1

本庁地区 105 0.0 0.0 2.9 2.9 1.0 8.6 3.8 84.8 1.0

明第１地区 179 1.1 1.7 0.0 2.8 3.4 10.6 1.1 83.2 2.2

明第２東地区 93 0.0 0.0 1.1 3.2 1.1 7.5 1.1 86.0 2.2

明第２西地区 99 0.0 0.0 1.0 1.0 2.0 9.1 2.0 83.8 1.0

矢切地区 65 0.0 0.0 1.5 1.5 1.5 9.2 0.0 84.6 3.1

東部地区 59 0.0 1.7 0.0 1.7 3.4 15.3 1.7 76.3 1.7

常盤平地区 191 0.0 1.0 0.0 4.7 4.2 13.6 2.6 78.0 2.1

五香松飛台地区 97 1.0 0.0 0.0 4.1 2.1 14.4 2.1 78.4 2.1

六実六高台地区 42 2.4 0.0 0.0 4.8 4.8 19.0 4.8 73.8 0.0

馬橋地区 116 0.9 0.0 1.7 9.5 3.4 18.1 1.7 75.0 0.0

小金地区 115 1.7 0.9 0.9 3.5 0.9 14.8 0.0 77.4 3.5

小金原地区 93 1.1 2.2 3.2 3.2 1.1 10.8 1.1 79.6 1.1

新松戸地区 79 1.3 1.3 2.5 6.3 2.5 16.5 1.3 73.4 2.5

馬橋西地区 81 0.0 0.0 0.0 2.5 6.2 4.9 1.2 86.4 1.2
 

［性別］ 
 

男性、女性ともに参加率が高いのは「地域行事（祭りなどの地域の催しもの等）」となっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

見
守
り
が
必
要
な
高

齢
者
を
支
援
す
る
活

動 介
護
が
必
要
な
高
齢

者
を
支
援
す
る
活
動

子
供
を
育
て
て
い
る

親
を
支
援
す
る
活
動

地
域
の
生
活
環
境
の

改
善

（
美
化

）
活
動

交
通
安
全
・
防
犯
防

災
の
活
動

地
域
行
事

（
祭
り
な

ど
の
地
域
の
催
し
も

の
等

）

そ
の
他
の
活
動

参
加
し
て
い
な
い

不
明

全体 1,463 0.6 0.8 1.0 3.8 2.7 11.9 1.8 80.1 2.1

男性 664 0.5 0.6 0.5 2.7 4.1 10.8 2.4 80.6 2.1

女性 770 0.8 0.8 1.4 4.5 1.7 12.9 1.2 80.4 1.6
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［年齢］ 
 

いずれの年代ともに参加率が高いのは「地域行事（祭りなどの地域の催しもの等）」となっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

見
守
り
が
必
要
な

高
齢
者
を
支
援
す

る
活
動

介
護
が
必
要
な
高

齢
者
を
支
援
す
る

活
動

子
供
を
育
て
て
い

る
親
を
支
援
す
る

活
動

地
域
の
生
活
環
境

の
改
善

（
美
化

）

活
動

交
通
安
全
・
防
犯

防
災
の
活
動

地
域
行
事

（
祭
り

な
ど
の
地
域
の
催

し
も
の
等

）

そ
の
他
の
活
動

参
加
し
て
い
な
い

不
明

全体 1,463 0.6 0.8 1.0 3.8 2.7 11.9 1.8 80.1 2.1

40～44歳 323 0.3 0.3 1.2 4.3 2.8 11.1 0.9 83.3 0.6

45～49歳 255 0.0 0.8 0.4 4.3 2.0 12.5 1.2 82.0 0.8

50～54歳 208 0.0 1.4 0.5 2.9 1.9 7.7 2.4 84.6 1.4

55～59歳 232 0.9 0.4 0.9 0.9 1.3 12.5 0.9 80.6 3.4

60～64歳 411 1.5 0.7 1.5 4.9 4.6 14.1 2.9 74.9 2.7  
 

（12）特にしていない理由 

Q9-1． あなたが、地域で行われている活動に参加していない理由を教えてください。（あては

まる全てに○） 

 

「時間をとれないことはないが、時間があれば休養などにあてたいから」が35.0％で最も高く、以

下、「仕事などが忙しく、まったく時間がとれないから」が33.2％、「どんな団体や活動があるのか知

らないから」が27.2％、「参加したいと思う活動がないから」が16.8％などとなっている。 
 

33.2 

35.0 

16.8 

11.5 

27.2 

2.4 

10.8 

10.5 

4.7 

1.6 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

仕事などが忙しく、まったく時間がとれないから

時間をとれないことはないが、時間があれば休養などにあてたいから

参加したいと思う活動がないから

団体活動はわずらわしいから、一人でできる趣味などがあるから

どんな団体や活動があるのか知らないから

職場などでサークル活動などに参加しているから

健康や体力に自信がないから

地域の活動には関心がないから

その他

不明

 
 

［経年比較］ 
 

前期計画時の調査（平成22年度）結果と比較すると、「仕事などが忙しく、まったく時間が取れな

いから」と「職場などでサークル活動などに参加しているから」が微増している。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

仕
事
な
ど
が
忙
し

く
、

ま
っ

た
く
時
間

が
と
れ
な
い
か
ら

時
間
を
と
れ
な
い
こ

と
は
な
い
が
、

時
間

が
あ
れ
ば
休
養
な
ど

に
あ
て
た
い
か
ら

参
加
し
た
い
と
思
う

活
動
が
な
い
か
ら

団
体
活
動
は
わ
ず
ら

わ
し
い
か
ら
、

一
人

で
で
き
る
趣
味
な
ど

が
あ
る
か
ら

ど
ん
な
団
体
や
活
動

が
あ
る
の
か
知
ら
な

い
か
ら

職
場
な
ど
で
サ
ー

ク

ル
活
動
な
ど
に
参
加

し
て
い
る
か
ら

健
康
や
体
力
に
自
信

が
な
い
か
ら

地
域
の
活
動
に
は
関

心
が
な
い
か
ら

そ
の
他

不
明

今回調査 1,172 33.2 35.0 16.8 11.5 27.2 2.4 10.8 10.5 4.7 1.6

平成22年調査 311 27.7 40.8 21.5 14.5 26.0 1.9 9.6 10.9 4.5 0.3  

n=1,172（複数回答） 

（%）
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［日常生活圏域］ 
 

六実六高台地区は「仕事などが忙しく、まったく時間がとれないから」（54.8％）が突出して高く

なっている。 

（%）
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回

答

）

仕
事
な
ど
が
忙
し
く

、
ま
っ

た
く
時
間
が
と
れ
な
い
か
ら

時
間
を
と
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が

、
時
間
が
あ
れ
ば
休
養

な
ど
に
あ
て
た
い
か
ら

参
加
し
た
い
と
思
う
活
動
が

な
い
か
ら

団
体
活
動
は
わ
ず
ら
わ
し
い

か
ら

、
一
人
で
で
き
る
趣
味

な
ど
が
あ
る
か
ら

ど
ん
な
団
体
や
活
動
が
あ
る

の
か
知
ら
な
い
か
ら

職
場
な
ど
で
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

健
康
や
体
力
に
自
信
が
な
い

か
ら

地
域
の
活
動
に
は
関
心
が
な

い
か
ら

そ
の
他

不
明

全体 1,172 33.2 35.0 16.8 11.5 27.2 2.4 10.8 10.5 4.7 1.6

本庁地区 89 30.3 31.5 20.2 9.0 28.1 3.4 10.1 12.4 2.2 2.2

明第１地区 149 33.6 38.9 16.8 11.4 29.5 0.0 8.1 7.4 8.1 1.3

明第２東地区 80 26.3 23.8 20.0 11.3 32.5 1.3 16.3 8.8 3.8 1.3

明第２西地区 83 27.7 49.4 19.3 13.3 37.3 0.0 15.7 10.8 7.2 0.0

矢切地区 55 32.7 36.4 16.4 10.9 16.4 0.0 16.4 9.1 0.0 1.8

東部地区 45 35.6 31.1 8.9 6.7 13.3 4.4 8.9 17.8 2.2 4.4

常盤平地区 149 26.8 40.3 14.1 14.1 30.2 2.0 10.7 11.4 4.0 2.7

五香松飛台地区 76 26.3 28.9 21.1 13.2 31.6 3.9 15.8 7.9 2.6 2.6

六実六高台地区 31 54.8 22.6 22.6 6.5 19.4 3.2 3.2 12.9 3.2 0.0

馬橋地区 87 40.2 31.0 13.8 13.8 26.4 5.7 6.9 12.6 8.0 1.1

小金地区 89 40.4 31.5 21.3 12.4 24.7 4.5 15.7 11.2 4.5 1.1

小金原地区 74 31.1 45.9 13.5 17.6 24.3 1.4 8.1 14.9 4.1 0.0

新松戸地区 58 34.5 39.7 10.3 6.9 25.9 1.7 8.6 3.4 6.9 0.0

馬橋西地区 70 37.1 31.4 14.3 8.6 25.7 4.3 7.1 12.9 1.4 1.4

 

［性別］ 
 

「時間をとれないことはないが、時間があれば休養などにあてたいから」が男性（36.3％）、女性

（34.4％）ともに最も高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

仕
事
な
ど
が
忙
し
く

、
ま
っ

た
く
時
間
が
と
れ
な
い
か
ら

時
間
を
と
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が

、
時
間
が
あ
れ
ば
休
養

な
ど
に
あ
て
た
い
か
ら

参
加
し
た
い
と
思
う
活
動
が

な
い
か
ら

団
体
活
動
は
わ
ず
ら
わ
し
い

か
ら

、
一
人
で
で
き
る
趣
味

な
ど
が
あ
る
か
ら

ど
ん
な
団
体
や
活
動
が
あ
る

の
か
知
ら
な
い
か
ら

職
場
な
ど
で
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

健
康
や
体
力
に
自
信
が
な
い

か
ら

地
域
の
活
動
に
は
関
心
が
な

い
か
ら

そ
の
他

不
明

全体 1,172 33.2 35.0 16.8 11.5 27.2 2.4 10.8 10.5 4.7 1.6

男性 535 33.5 36.3 18.5 13.3 28.2 1.9 8.4 13.5 4.1 0.9

女性 619 32.1 34.4 15.2 9.9 26.5 2.9 12.8 8.1 5.3 2.3  
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［年齢］ 
 

55～59歳は「仕事などが忙しく、まったく時間がとれないから」が、その他の年代は「時間をとれ

ないことはないが、時間があれば休養などにあてたいから」が最も高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回

答

）

仕
事
な
ど
が
忙
し
く
、
ま
っ

た
く
時
間
が
と
れ
な
い
か
ら

時
間
を
と
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が
、
時
間
が
あ
れ
ば
休
養

な
ど
に
あ
て
た
い
か
ら

参
加
し
た
い
と
思
う
活
動
が

な
い
か
ら

団
体
活
動
は
わ
ず
ら
わ
し
い

か
ら
、
一
人
で
で
き
る
趣
味

な
ど
が
あ
る
か
ら

ど
ん
な
団
体
や
活
動
が
あ
る

の
か
知
ら
な
い
か
ら

職
場
な
ど
で
サ
ー

ク
ル
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

健
康
や
体
力
に
自
信
が
な
い

か
ら

地
域
の
活
動
に
は
関
心
が
な

い
か
ら

そ
の
他

不
明

全体 1,172 33.2 35.0 16.8 11.5 27.2 2.4 10.8 10.5 4.7 1.6

40～44歳 269 37.5 38.7 13.8 7.8 31.6 3.0 7.1 8.2 4.5 1.1

45～49歳 209 36.8 41.6 14.4 9.1 27.8 1.9 8.6 11.5 4.8 1.0

50～54歳 176 31.3 37.5 14.8 11.9 32.4 1.1 11.4 12.5 5.1 1.7

55～59歳 187 35.8 33.7 15.0 10.7 21.4 4.3 16.0 11.8 5.9 0.5

60～64歳 308 25.0 28.2 23.1 16.6 24.4 1.9 12.0 9.7 4.2 2.6
 

（13）今後、参加したい活動 

Q10．あなたは、今後、参加してみたいと思う地域の活動はありますか。（あてはまる全てに○）

 

「特にない」が57.4％で突出して高いが、参加したい人は「地域行事（祭りなどの地域の催しもの

等）」が14.5％、「地域の生活環境の改善（美化）活動」が13.7％などとなっている。 
 

 

 

n=1,463（複数回答） 

（%）
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［性別］ 
 

男性は「地域行事（祭りなどの地域の催しもの等）」（15.2％）が、女性は「見守りが必要な高齢者

を支援する活動」（14.7％）が高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

見
守
り
が
必
要
な
高

齢
者
を
支
援
す
る
活

動 介
護
が
必
要
な
高
齢

者
を
支
援
す
る
活
動

子
供
を
育
て
て
い
る

親
を
支
援
す
る
活
動

地
域
の
生
活
環
境
の

改
善

（
美
化

）
活
動

交
通
安
全
・
防
犯
防

災
の
活
動

地
域
行
事

（
祭
り
な

ど
の
地
域
の
催
し
も

の
等

）

そ
の
他
の
活
動

特
に
な
い

不
明

全体 1,463 11.1 6.9 8.4 13.7 9.3 14.5 2.5 57.4 2.6

男性 664 6.6 3.9 5.1 14.8 12.3 15.2 2.4 59.9 2.3

女性 770 14.7 9.5 11.2 12.9 6.8 14.2 2.1 55.5 2.5
 

 

［年齢］ 
 

40～54歳までは「地域行事（祭りなどの地域の催しもの等）」が、55歳以上は「地域の生活環境の

改善（美化）活動」が高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

見
守
り
が
必
要
な
高

齢
者
を
支
援
す
る
活

動 介
護
が
必
要
な
高
齢

者
を
支
援
す
る
活
動

子
供
を
育
て
て
い
る

親
を
支
援
す
る
活
動

地
域
の
生
活
環
境
の

改
善

（
美
化

）
活
動

交
通
安
全
・
防
犯
防

災
の
活
動

地
域
行
事

（
祭
り
な

ど
の
地
域
の
催
し
も

の
等

）

そ
の
他
の
活
動

特
に
な
い

不
明

全体 1,463 11.1 6.9 8.4 13.7 9.3 14.5 2.5 57.4 2.6

40～44歳 323 9.3 8.4 10.2 12.7 9.0 18.6 2.2 56.3 1.5

45～49歳 255 12.9 7.8 7.1 13.7 12.5 14.1 1.2 54.9 2.7

50～54歳 208 12.5 5.8 5.8 10.1 12.5 15.9 1.0 61.1 1.9

55～59歳 232 10.3 5.6 8.6 13.8 8.2 11.6 3.4 59.1 2.2

60～64歳 411 10.7 6.6 9.0 16.5 6.8 13.1 2.9 56.9 3.2
 



第1章  若年者調査 

 

30 

（14）隣近所とのつきあい 

Q11．あなたは、日頃から、隣近所の方とどの程度のお付き合いをしていますか。（1つに○） 

 

「あいさつをする程度の人はいる」が44.7％で最も高く、以下、「世間話や立ち話をする程度の人

はいる」が29.7％、「つきあっている人はほとんどいない」が14.9％、「親しくつきあっている人（訪

問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」が7.2％となっている。 
 

 
 

［経年比較］ 
 

前期計画時の調査（平成22年度）結果と比較すると、「親しくつきあっている人（訪問したり、悩

みごとを相談するなど）がいる」が6.9ポイント低下しており、人間関係が希薄になっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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［日常生活圏域］ 
 

「あいさつをする程度の人はいる」は六実六高台地区（57.1％）、明第2東地区（53.8％）と小金原

地区（50.5％）で、「世間話や立ち話をする程度の人はいる」は矢切地区（41.5％）で、「親しくつき

あっている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」は六実六高台地区（11.9％）で高く

なっている。 

一方、「つきあっている人はほとんどいない」は新松戸地区（29.1％）と常盤平地区（17.8％）で

高くなっている。 

 
 

［性別］ 

「あいさつをする程度の人はいる」は男性（51.7％）が女性（39.4％）より12.3ポイント高くなっ

ている。 

7.2

2.6

11.2

29.7

24.4

34.7

44.7

51.7

39.4

14.9

17.8

12.6

3.5

3.6

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

親しく付き合っている人(訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる
世間話や立ち話をする程度の人はいる
あいさつをする程度の人はいる
付き合っている人はほとんどいない
不明  
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［年齢］ 
 

「世間話や立ち話をする程度の人はいる」は年代が上がるにつれ、高くなっている。 

 
 

［世帯構成］ 
 

いずれの世帯構成においても「親しく付き合っている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）

がいる」は低い。 

7.2

9.4

6.6

8.3

29.7

22.9

31.3

16.7

44.7

39.6

46.5

66.7

14.9

26.1

12.6

8.3

3.5

2.0

2.9

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
n=1,463

一人暮らし

n=245

家族などと同居

（二世帯住宅を含む）

n=1,115

その他（施設入居など）

n=12

親しく付き合っている人(訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる

世間話や立ち話をする程度の人はいる

あいさつをする程度の人はいる

付き合っている人はほとんどいない

不明  
 

（15）不付き合い理由 

Q11-1．あなたが、隣近所の方とほとんどお付き合いしない理由を教えてください。（1つに○）

 

「特に理由はない」が33.5％で最も高いが、理由がある人は「時間的に合わない」が31.2％となっ

ている。 

めんどう

だから, 

11.9 

時間的に合わな

い, 31.2 

年齢的に合わない, 
3.7 

プライバシーを知られ

たくないから, 5.0 

以前はしていたがトラ

ブルがあってやめた, 

0.9 

必要性を感じない, 
6.4 

特に理由はない, 
33.5 

その他, 6.9  不明, 0.5 

 

（%） 

n=218 
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［性別］ 
 

男性は「特に理由はない」（40.7％）が、女性は｢時間的に合わない｣（36.1％）が最も高くなって

いる。 

 
 

［年齢］ 
 

50～54歳は他の年代と比べ、「めんどうだから」（19.2％）が高くなっている。 

 
 

（16）避難場所 

Q12．あなたは、災害などが起こったときに、どこに避難するか知っていますか。（どちらかに

○） 

 

「知っている」が78.5％、｢知らない｣が18.1％となっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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［性別］ 
 

「知らない」は男性（23.6％）が女性（13.5％）より10.1ポイント高くなっている。 

 

［年齢］ 
 

年代が若くなるにつれ、「知らない」が高くなっている。 

 

 

（17）避難支援 

Q13．あなたは、災害などが起こったときに、手助けがないと避難ができない方から支援を求め

られた場合、協力できますか。（1つに○） 

 

「できる」が72.2％、「できない」が16.1％となっている。 

 

 

（%） 

n=1,463 
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［性別］ 
 

「できる」は男性（77.7％）が女性（68.1％）より9.6ポイント高くなっている。 

 
 

［年齢］ 
 

年齢による大きな特徴の差はみられない。 

 
 

（18）非協力理由 

Q13-1．協力できない理由を教えてください。（1つに○） 

 

「家族で精一杯だから」が60.4％で最も高く、以下、「自分で精一杯だから」が24.3％、「自分に手

助けが必要だから」が8.1％となっている。 
 

 

（%） 

n=235 
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［性別］ 
 

男性（37.3％）は「自分で精一杯」が女性（16.8％）より20.5ポイント高くなっている。一方、女

性（67.8％）は「家族で精一杯だから」が男性（47.0％）より20.8ポイント高くなっている。 

 
 

［年齢］ 
 

55歳以上になると「自分で精一杯だから」が顕著に高くなっている。 

 

 

（19）緊急時情報 

Q14．あなたは緊急時の対応として、家族の連絡先、病気や薬のことなどを記入した救急時情報

用紙や安心キットなどを活用していますか。（1つに○） 

 

「今は活用していないが活用したいと思っている」が80.0％、「活用している」が8.7％、「活用す

るつもりはない」が7.7％となっている。 
 

 

（%） 

n=1,463 



第1章  若年者調査 

37 

［性別］ 
 

「活用するつもりはない」は男性（11.3％）が女性（4.7％）より6.6ポイント高くなっている。 

 
 

［年齢］ 
 

他の年代に比べ、60～64歳は「活用している」（11.7％）が高くなっている。 
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3．生きがいや心のハリについて 

（１）日常での生きがい 

Q15．あなたは、日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を感じていますか。（1つ

に○） 

 

「常に感じている」（20.5％）と「ときどき感じている」（44.0％）を合わせた『感じている』が64.5％、

「あまり感じていない」（24.2％）と「ほとんど感じていない」（6.6％）を合わせた『感じていない』

が30.8％となっている。 

 
 

［経年比較］ 
 

前期計画時の調査（平成22年度）結果と比較して、「常に感じている」と「ときどき感じている」

を合わせた『感じている』が7.2ポイントも低下している。 

 
 

［性別］ 
 

「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』は女性（68.4％）が男性（60.4％）より8.0ポ

イント高くなっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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［年齢］ 
 

「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』は55～59歳が59.9％で他の年代より低くなって

いる。 

 
 

［世帯構成］ 
 

「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』は家族などと同居が67.3％で最も高く、一人暮

らしが55.1％で最も低くなっている。 
 

20.5

15.5

21.6

33.3

44.0

39.6

45.7

25.0

24.2

29.8

23.0

25.0

6.6

11.8

5.3

16.7

4.7

3.3

4.5

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=1,463

一人暮らし

n=245

家族などと同居

（二世帯住宅を含む）

n=1,115

その他（施設入居など）
n=12

常に感じている ときどき感じている あまり感じていない ほとんど感じていない 不明
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［仕事の有無］ 
 

『感じている』は「会社員（役員を含む）」、「公務員」、「自営業」及び「パートアルバイト」を合

わせた“就業している”（66.3％）が「専業主婦」、「無職」を合わせた“就業していない”（58.5％）

より7.8ポイント高くなっている。 

 
 

［健康感］ 
 

『感じている』は“健康（計）”（70.9％）が“健康ではない（計）”（39.8％）より31.1ポイント高

くなっている。 
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（２）生きがいを感じること 

Q15-1． あなたが、現在「こころのハリ」や「生きがい」を感じていることは、どんなことで

すか。（あてはまる全てに○） 

 

「働くこと（自営・家事等を含む）」が56.5％で最も高く、以下、「旅行や買い物などの外出」が51.7％、

「家族との団らん」が47.1％などとなっている。 
 

 
 

［経年比較］ 
 

前期計画時の調査（平成22年度）結果と比較して、選択肢が異なるため厳密に比較はできないが、

「働くこと（自営・家事等を含む）」は3.2ポイント減少し、「テレビやラジオの視聴」は10.9ポイン

ト増加している。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

働
く
こ
と

（
自
営
・
家
事
等
を
含

む

）

家
族
の
世
話
や
介
護

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ
き
あ
い

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ
と
・
趣

味
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

お
し
ゃ
れ
や
服
装
の
こ
と

家
族
と
の
団
ら
ん

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視
聴

信
仰
に
関
す
る
こ
と

旅
行
や
買
い
物
な
ど
の
外
出

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

今回調査 944 56.5 23.0 28.3 27.3 26.5 1.7 0.1 3.8 21.4 47.1 28.6 6.0 51.7 4.0 0.4 0.4

平成22年調査 372 59.7 16.1 21.0 22.3 23.9 1.9 0.0 1.6 13.7 39.8 17.7 4.3 5.9 0.0 0.0
 

 

n=944（複数回答） 

（%） 



第1章  若年者調査 

 

42 

［性別］ 
 

男性は「働くこと（自営・家事等を含む）」が、女性は「旅行や買い物などの外出」が高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

働
く
こ
と

（
自
営
・
家
事
等
を
含

む

）

家
族
の
世
話
や
介
護

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ
き
あ
い

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ
と
・
趣

味
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

お
し
ゃ
れ
や
服
装
の
こ
と

家
族
と
の
団
ら
ん

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視
聴

信
仰
に
関
す
る
こ
と

旅
行
や
買
い
物
な
ど
の
外
出

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 944 56.5 23.0 28.3 27.3 26.5 1.7 0.1 3.8 21.4 47.1 28.6 6.0 51.7 4.0 0.4 0.4

男性 401 57.9 13.5 18.5 35.7 24.2 2.2 0.2 3.5 10.7 50.9 25.2 4.7 45.6 4.2 0.5 0.2

女性 527 55.2 30.7 35.5 20.7 28.7 1.3 0.0 4.0 30.0 44.8 31.3 7.0 56.7 3.6 0.4 0.6
 

［年齢］ 
 

40～44歳は「家族との団らん」が、45～59歳までは「働くこと（自営・家事等を含む）」が、60歳

以上は「旅行や買い物などの外出」が高くなっている。また、「家族との団らん」は年代が若くなる

ほど高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回

答

）

働
く
こ
と

（
自
営
・
家
事
等
を

含
む

）

家
族
の
世
話
や
介
護

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ
き
あ
い

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン 学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ
と
・

趣
味
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

お
し
ゃ
れ
や
服
装
の
こ
と

家
族
と
の
団
ら
ん

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視
聴

信
仰
に
関
す
る
こ
と

旅
行
や
買
い
物
な
ど
の
外
出

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 944 56.5 23.0 28.3 27.3 26.5 1.7 0.1 3.8 21.4 47.1 28.6 6.0 51.7 4.0 0.4 0.4

40～44歳 208 47.6 24.5 29.8 22.1 19.2 0.5 0.0 1.4 21.6 55.3 24.5 5.3 50.5 4.3 0.0 1.0

45～49歳 164 61.6 20.7 27.4 29.9 30.5 1.8 0.0 1.2 24.4 53.7 29.3 5.5 54.9 5.5 0.6 1.2

50～54歳 141 60.3 24.8 23.4 21.3 24.1 0.0 0.0 3.5 21.3 46.8 24.8 2.8 55.3 4.3 0.7 0.0

55～59歳 139 66.9 19.4 26.6 26.6 23.7 2.9 0.0 3.6 16.5 45.3 27.3 4.3 43.9 5.0 0.0 0.0

60～64歳 274 52.6 25.2 30.3 32.8 33.2 2.9 0.4 7.3 22.6 39.4 33.9 9.5 53.3 1.8 0.7 0.0
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［仕事の有無］ 
 

“就業している”人は「働くこと（自営・家事等を含む）」にこころのハリや生きがいを感じてお

り、“就業していない”人は「旅行や買い物などの外出」にこころのハリや生きがいを感じている。 

 (%)

回

答

者

数

（
人

）
（
複

数

回

答

）

働

く

こ

と

（
自

営

・

家

事

等

を

含

む

）

家

族

の

世

話

や

介

護

ご

近

所

や

友

達

と

の

つ

き

あ

い

ス

ポ
ー

ツ

・

レ

ク

リ

エ
ー

シ

ョ
ン

学

習

や

教

養

を

高

め

る

こ

と

・

趣

味

の

活

動

町

会

・

自

治

会

の

活

動

老

人

ク

ラ

ブ

の

活

動

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

活

動

お

し

ゃ
れ

や

服

装

の

こ

と

家

族

と

の

団

ら

ん

テ

レ

ビ

や

ラ

ジ

オ

の

視

聴

信

仰

に

関

す

る

こ

と

旅

行

や

買

い

物

な

ど

の

外

出 そ

の

他

特

に

な

い

不

明

全体 944 56.5 23.0 28.3 27.3 26.5 1.7 0.1 3.8 21.4 47.1 28.6 6.0 51.7 4.0 0.4 0.4

会社員（役員を含む） 345 59.4 17.1 21.4 31.0 21.4 1.2 0.3 2.9 18.3 49.9 25.2 4.3 53.3 3.2 0.6 0.9

公務員 53 73.6 34.0 17.0 28.3 30.2 1.9 0.0 1.9 15.1 60.4 22.6 3.8 60.4 3.8 0.0 0.0

自営業 105 80.0 20.0 26.7 36.2 33.3 2.9 0.0 3.8 18.1 45.7 25.7 8.6 42.9 4.8 0.0 0.0

パート・アルバイト 181 67.4 15.5 36.5 17.1 24.9 1.1 0.0 3.9 23.8 48.1 35.4 7.7 53.6 4.4 0.6 0.6

専業主婦 123 30.1 56.1 39.8 26.8 27.6 2.4 0.0 7.3 34.1 55.3 35.0 8.1 59.3 0.8 0.0 0.0

無職 90 15.6 21.1 27.8 26.7 38.9 2.2 0.0 2.2 20.0 22.2 31.1 3.3 41.1 3.3 1.1 0.0

その他 31 71.0 6.5 32.3 12.9 29.0 3.2 0.0 6.5 25.8 41.9 16.1 9.7 45.2 19.4 0.0 0.0  
 

［健康感］ 
 

“健康（計）”な人は「働くこと（自営・家事等を含む）」、「家族との団らん」、「旅行や買い物など

の外出」にこころのハリや生きがいを感じており、“健康ではない（計）”人は「家族の世話や介護」

や「テレビやラジオの視聴」が“健康（計）”な人より高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数

回
答

）

働
く
こ
と

（
自
営
・
家
事

等
を
含
む

）

家
族
の
世
話
や
介
護

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ
き

あ
い

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

お
し
ゃ
れ
や
服
装
の
こ
と

家
族
と
の
団
ら
ん

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視
聴

信
仰
に
関
す
る
こ
と

旅
行
や
買
い
物
な
ど
の
外

出 そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 944 56.5 23.0 28.3 27.3 26.5 1.7 0.1 3.8 21.4 47.1 28.6 6.0 51.7 4.0 0.4 0.4

健康（計） 817 58.1 22.5 28.2 28.2 27.1 2.0 0.1 3.8 22.4 48.5 27.4 5.1 53.7 3.9 0.2 0.5

健康ではない（計） 104 44.2 29.8 28.8 17.3 24.0 0.0 0.0 3.8 16.3 41.3 38.5 13.5 37.5 3.8 1.9 0.0
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（３）生活での不安・心配 

Q16．あなたは、現在、生活の中で不安になったり、心配になったりすることはありますか。（1

つに○） 

 

「ほとんどない」（5.5％）と「あまりない」（17.4％）を合わせた『ない』は22.9％、「ときどきあ

る」（53.7％）と「よくある」（19.3％）を合わせた『ある』は73.0％となっている。 
 

 
 

［経年比較］ 
 

前期計画時の調査（平成22年度）結果と比較して、『ある』が5.4ポイント増加している。 

性別及び年齢による大きな特徴の差はみられない。 

 
 

［性別］ 
 

男性は女性より『ない』が高い一方で、「よくある」も高くなっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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［年齢］ 
 

55歳以上になると不安や心配は低下している。 

 

 

［隣近所とのつきあい］ 
 

「付き合っている人はほとんどいない」は他に比べ、『（不安や心配が）ある』が高くなっている。 

5.5

7.6

5.3

5.7

5.5

17.4

17.1

22.3

16.7

13.3

53.7

58.1

57.0

55.2

51.4

19.3

17.1

14.5

20.5

28.9

4.1

0.0

0.9

2.0

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=1,463

親しく付き合っている人(訪問したり、

悩みごとを相談するなど）がいる

n=1,463

世間話や立ち話をする程度の人はいる

n=1,463

あいさつをする程度の人はいる

n=1,463

付き合っている人はほとんどいない

n=1,463

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 不明
 

 

［健康感］ 
 

『（不安や心配は）ない』は“健康（計）”（26.0％）が“健康ではない（計）”（10.3％）より15.7

ポイント高くなっている。 

5.5

6.3

1.9

17.4

19.7

8.4

53.7

55.4

47.1

19.3

15.3

38.3

4.1

3.3

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=1,463

健康（計）

n=1,152

健康ではない（計）

n=261

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 不明
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（４）不安・心配の内容 

Q16-1．あなたが、不安になったり、心配になったりするのはどのようなことですか。（あては

まる全てに○） 

 

「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」が66.0％で最も高く、以下、「自分の

体調や病気について」が56.2％、「現在の生活や家計について」が51.8％、「自分や身近な人が寝たき

りや認知症になったときの介護について」が43.0％などとなっている。 
 

 

 

［経年比較］ 
 

前期計画時の調査（平成22年度）結果と比較して、「家族の病気について」が14.1ポイント、「現在

の生活や家計について」が8.5ポイント、「自分や身近な人が寝たきりや認知症になったときの介護に

ついて」が7.4ポイント増加している。 

 (%)
回

答

者

数

（
人

）

（
複

数
回

答

）

自

分

の

体

調

や

病

気

に

つ
い

て

家

族

の

病

気

に

つ

い

て

自

分

や

身

近

な

人

が

寝

た
き

り

や

認

知

症

に

な

っ

た

と

き

の
介

護

に

つ

い

て

現

在

の

生

活

や

家

計

に

つ
い

て

将

来

の

自

分

の

暮

ら

し

の
先

行

き

（
生

活

設

計

な

ど

）
に

つ
い

て

家

庭

や

家

族

に

つ

い

て

子

育

て

に

つ

い

て

住

居

や

住

ま

い

に

つ

い

て

財

産

や

資

産

に

つ

い

て

仕

事

に

つ

い

て

人

と

の

つ

き

あ

い

に

つ

い
て

こ

こ

ろ

の

ハ

リ

や

生

き

が
い

に

つ

い

て

そ

の

他

不

明

今回調査 1,068 56.2 42.6 43.0 51.8 66.0 25.1 9.3 21.6 18.5 38.3 14.0 11.8 1.8 0.3

平成22年調査 351 51.3 28.5 35.6 43.3 62.1 28.8 9.4 24.2 16.8 33 11.7 13.1 1.4 0.3
 

n=1,068（複数回答） 

（%）
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［性別］ 
 

男性（68.0％）、女性（64.7％）でともに「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）につい

て」が最も高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回

答

）

自
分
の
体
調
や
病
気
に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た
き
り

や
認
知
症
に
な

っ
た
と
き
の
介

護
に
つ
い
て

現
在
の
生
活
や
家
計
に
つ
い
て

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の
先
行

き

（
生
活
設
計
な
ど

）
に
つ
い

て 家
庭
や
家
族
に
つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生
き
が
い
に

つ
い
て

そ
の
他

不
明

全体 1,068 56.2 42.6 43.0 51.8 66.0 25.1 9.3 21.6 18.5 38.3 14.0 11.8 1.8 0.3

男性 472 61.2 40.3 39.0 53.8 68.0 26.9 9.5 20.6 22.2 48.3 12.1 11.9 1.7 0.2

女性 580 52.1 44.7 46.7 50.5 64.7 24.0 9.3 22.4 15.3 30.3 15.7 11.6 1.7 0.3  

 

［年齢］ 
 

定年退職を迎える55～59歳は「仕事について」の著しい低下に対し、「将来の自分の暮らしの先行

き（生活設計など）について」が高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

自
分
の
体
調
や
病
気
に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た
き
り
や
認
知

症
に
な
っ
た
と
き
の
介
護
に
つ
い
て

現
在
の
生
活
や
家
計
に
つ
い
て

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の
先
行
き

（
生

活
設
計
な
ど

）
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生
き
が
い
に
つ
い
て

そ
の
他

不
明

全体 1,068 56.2 42.6 43.0 51.8 66.0 25.1 9.3 21.6 18.5 38.3 14.0 11.8 1.8 0.3

40～44歳 267 46.1 39.0 41.6 54.7 67.0 30.7 20.2 22.1 26.2 51.7 19.1 10.1 1.1 0.4

45～49歳 193 56.5 50.3 48.2 56.5 72.5 30.1 13.0 24.9 19.2 50.3 14.5 14.0 2.1 0.0

50～54歳 170 65.3 45.9 46.5 51.2 64.7 23.5 7.1 20.0 14.7 50.0 16.5 10.6 2.4 0.0

55～59歳 163 55.2 36.8 43.6 51.5 70.6 22.1 3.7 19.6 22.1 26.4 10.4 12.9 2.5 0.0

60～64歳 256 60.9 42.6 39.1 46.5 58.6 19.5 0.4 21.1 10.2 16.0 9.0 11.7 1.2 0.8
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［仕事の有無］ 
 

“仕事をしている”人の不安や心配ごとは「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）につい

て」、「仕事について」が高く、一方、“仕事はしていない”人は「自分の体調や病気について」が高

くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

自
分
の
体
調
や
病
気
に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た
き
り
や

認
知
症
に
な

っ
た
と
き
の
介
護
に

つ
い
て

現
在
の
生
活
や
家
計
に
つ
い
て

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の
先
行
き

（
生
活
設
計
な
ど

）
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生
き
が
い
に
つ

い
て

そ
の
他

不
明

全体 1,068 56.2 42.6 43.0 51.8 66.0 25.1 9.3 21.6 18.5 38.3 14.0 11.8 1.8 0.3

会社員（役員を含む） 390 51.5 39.7 44.6 49.0 72.1 27.7 10.5 23.1 22.1 47.4 12.1 9.7 1.3 0.3

公務員 54 63.0 57.4 59.3 38.9 61.1 38.9 18.5 18.5 29.6 37.0 18.5 13.0 1.9 0.0

自営業 109 55.0 36.7 33.9 46.8 58.7 22.0 7.3 11.9 17.4 51.4 9.2 8.3 1.8 0.0

パート・アルバイト 211 54.0 41.7 38.9 61.1 67.3 20.4 8.1 22.3 10.9 36.5 14.7 10.4 2.8 0.9

専業主婦 114 50.0 52.6 50.9 42.1 53.5 31.6 15.8 21.1 20.2 8.8 17.5 12.3 0.9 0.0

無職 143 76.9 41.3 39.2 62.9 67.1 20.3 2.1 24.5 14.7 31.5 18.2 18.9 0.0 0.0

その他 30 46.7 50.0 53.3 56.7 60.0 16.7 6.7 26.7 20.0 33.3 13.3 20.0 10.0 0.0

 

［健康感］ 
 

“健康ではない（計）”人の不安や心配ごとは“健康（計）”な人に比べ、「自分の体調や病気につ

いて」が41.4ポイントも高くなっている。 

一方、“健康（計）”な人の不安や心配ごとは“健康ではない（計）”人に比べ、「将来の自分の暮ら

しの先行き（生活設計など）について」が5.0ポイント高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

自
分
の
体
調
や
病
気
に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た
き
り
や

認
知
症
に
な

っ
た
と
き
の
介
護
に

つ
い
て

現
在
の
生
活
や
家
計
に
つ
い
て

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の
先
行
き

（
生
活
設
計
な
ど

）
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生
き
が
い
に
つ

い
て

そ
の
他

不
明

全体 1,068 56.2 42.6 43.0 51.8 66.0 25.1 9.3 21.6 18.5 38.3 14.0 11.8 1.8 0.3

健康（計） 814 46.9 41.5 44.2 50.1 67.3 25.1 10.1 20.4 18.3 37.5 11.9 10.0 1.6 0.4

健康ではない（計） 223 88.3 48.0 40.4 58.3 62.3 26.0 6.7 26.0 18.4 42.2 22.0 17.9 2.2 0.0
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（5）ワークライフバランス 

Q17．あなたは、ワークライフ（仕事と生活の）バランスについてどのように考えていますか。

（1つに○） 

 

「仕事と生活を調和したい」が58.2％と突出して高く、「特に考えていない」17.6％、「仕事より生

活を優先したい」16.6％となっている。 
 

 
 

［性別］ 
 

「仕事より生活を優先したい」は男性（18.5％）が女性（15.2％）より3.3ポイント高くなってい

る。 

 
 

［年齢］ 
 

60～64歳になると「特に考えていない」の増加割合が高くなっており、定年退職による生活形態の

変化が伺える。 

 

（%） 

n=1,463 
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4．介護保険制度について 

（１）介護保険制度について 

Q18．あなたは、次の介護保険制度について、知っているものはありますか。（知っているもの

全てに○） 

 

「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める」が69.5％で最も高く、以下、「介護保

険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をする」が60.7％、「要介護（要

支援）認定区分に応じて、利用できる介護（介護予防）サービスの利用限度額が異なる」が53.1％、

「サービスを利用したときは、原則、かかった費用の1割を利用者が負担する」が44.7％、「65歳以上

の方（第1号被保険者）の保険料は、市町村ごとに被保険者本人の所得や世帯の課税状況によって決

まる」が36.0％などとなっている。 
 

69.5

36.0

60.7

53.1

44.7

23.8

12.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める

65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は、市町村ごとに被

保険者本人の所得や世帯の課税状況によって決まる

介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支

援）認定の申請をする

要介護（要支援）認定区分に応じて、利用できる介護（介護予

防）サービスの利用限度額が異なる

サービスを利用したときは、原則、かかった費用の１割を利用者

が負担する

介護保険は、被保険者が納める保険料と利用者の１割の負担

金のほかに、約半分は税金を財源にしている

不明

 

 

［経年比較］ 
 

前期計画時の調査（平成22年度）結果と比較して、「サービスを利用したときは、原則、かかった

費用の1割を利用者が負担する」が10.4ポイント増加している。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

原
則
と
し
て
4
0
歳
以
上
の
方
全
員

が
加
入
し

、
保
険
料
を
納
め
る

6
5
歳
以
上
の
方

（
第
１
号
被
保
険

者

）
の
保
険
料
は

、
市
町
村
ご
と
に

被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯
の
課

税
状
況
に
よ

っ
て
決
ま
る

介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合

、
ま
ず
市
に
要
介
護

（
要
支

援

）
認
定
の
申
請
を
す
る

要
介
護

（
要
支
援

）
認
定
区
分
に
応

じ
て

、
利
用
で
き
る
介
護

（
介
護
予

防

）
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
限
度
額
が
異

な
る

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は

、
原

則

、
か
か

っ
た
費
用
の
１
割
を
利
用

者
が
負
担
す
る

介
護
保
険
は

、
被
保
険
者
が
納
め
る

保
険
料
と
利
用
者
の
１
割
の
負
担
金

の
ほ
か
に

、
約
半
分
は
税
金
を
財
源

に
し
て
い
る

不
明

今回調査 1,463 69.5 36.0 60.7 53.1 44.7 23.8 12.0

平成22年調査 519 68.6 31.4 61.5 51.1 34.3 17.3 1.9

n=1,463（複数回答） 

（%）
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［性別］ 
 

すべての項目で、女性の認知度が高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

原
則
と
し
て
4
0
歳
以
上
の
方
全
員

が
加
入
し

、
保
険
料
を
納
め
る

6
5
歳
以
上
の
方

（
第
１
号
被
保
険

者

）
の
保
険
料
は

、
市
町
村
ご
と
に

被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯
の
課

税
状
況
に
よ
っ
て
決
ま
る

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合

、
ま
ず
市
に
要
介
護

（
要
支

援

）
認
定
の
申
請
を
す
る

要
介
護

（
要
支
援

）
認
定
区
分
に
応

じ
て

、
利
用
で
き
る
介
護

（
介
護
予

防

）
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
が
異

な
る

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は

、
原

則

、
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
を
利
用

者
が
負
担
す
る

介
護
保
険
は

、
被
保
険
者
が
納
め
る

保
険
料
と
利
用
者
の
１
割
の
負
担
金

の
ほ
か
に

、
約
半
分
は
税
金
を
財
源

に
し
て
い
る

不
明

全体 1,463 69.5 36.0 60.7 53.1 44.7 23.8 12.0

男性 664 65.1 31.8 51.7 43.2 40.8 22.0 14.9

女性 770 73.4 39.7 68.7 61.7 47.9 25.2 9.2
 

 

［年齢］ 
 

40～54歳までは「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める」が、55歳以上になると

「介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をする」が高くなって

いる。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

原
則
と
し
て
4
0
歳
以
上
の
方
全
員

が
加
入
し

、
保
険
料
を
納
め
る

6
5
歳
以
上
の
方

（
第
１
号
被
保
険

者

）
の
保
険
料
は

、
市
町
村
ご
と
に

被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯
の
課

税
状
況
に
よ
っ
て
決
ま
る

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合

、
ま
ず
市
に
要
介
護

（
要
支

援

）
認
定
の
申
請
を
す
る

要
介
護

（
要
支
援

）
認
定
区
分
に
応

じ
て

、
利
用
で
き
る
介
護

（
介
護
予

防

）
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
が
異

な
る

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は

、
原

則

、
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
を
利
用

者
が
負
担
す
る

介
護
保
険
は

、
被
保
険
者
が
納
め
る

保
険
料
と
利
用
者
の
１
割
の
負
担
金

の
ほ
か
に

、
約
半
分
は
税
金
を
財
源

に
し
て
い
る

不
明

全体 1,463 69.5 36.0 60.7 53.1 44.7 23.8 12.0

40～44歳 323 67.8 25.7 43.7 39.9 28.5 18.0 18.6

45～49歳 255 75.7 32.5 54.9 49.4 39.6 20.4 12.2

50～54歳 208 76.4 33.2 63.0 52.9 50.0 21.6 9.1

55～59歳 232 67.2 40.5 71.6 65.5 49.6 27.6 7.8

60～64歳 411 65.0 45.0 71.0 59.4 55.0 29.4 9.7
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［世帯構成］ 
 

一人暮らしと家族などと同居は「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める」が、そ

の他（施設入居など）は「介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申

請をする」が高くなっている。 

（%）
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

原
則
と
し
て
4
0
歳
以
上
の
方
全
員

が
加
入
し

、
保
険
料
を
納
め
る

6
5
歳
以
上
の
方

（
第
１
号
被
保
険

者

）
の
保
険
料
は

、
市
町
村
ご
と
に

被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯
の
課

税
状
況
に
よ

っ
て
決
ま
る

介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合

、
ま
ず
市
に
要
介
護

（
要
支

援

）
認
定
の
申
請
を
す
る

要
介
護

（
要
支
援

）
認
定
区
分
に
応

じ
て

、
利
用
で
き
る
介
護

（
介
護
予

防

）
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
限
度
額
が
異

な
る

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は

、
原

則

、
か
か

っ
た
費
用
の
１
割
を
利
用

者
が
負
担
す
る

介
護
保
険
は

、
被
保
険
者
が
納
め
る

保
険
料
と
利
用
者
の
１
割
の
負
担
金

の
ほ
か
に

、
約
半
分
は
税
金
を
財
源

に
し
て
い
る

不
明

全体 1,463 69.5 36.0 60.7 53.1 44.7 23.8 12.0

一人暮らし 245 65.3 33.5 59.2 55.1 49.8 26.9 12.7

家族などと同居（二世
帯住宅を含む）

1,115 70.9 36.7 61.1 52.6 43.5 23.0 11.4

その他（施設入居など） 12 50.0 33.3 66.7 58.3 58.3 41.7 25.0
 

 

（2）保険料 

Q19．今後、65歳以上の方が増加し、要介護の認定対象者が増加する一方、それを支える40歳か

ら64歳までの方は減少していきます。あなたは、負担する費用と受けられるサービスにつ

いて最も近い考え方はどれですか。（それぞれ1つに○） 

 

 負担している保険料 
 

「とても負担である」21.5％と「やや負担である」33.4％を合わせた『負担である』は54.9％、「負

担とは思わない」4.8％と「それほど負担ではない」18.9％を合わせた『負担ではない』は23.7％と

なっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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［性別］ 
 

『負担である』は女性（56.3％）が男性（53.6％）より2.7ポイント高くなっている。 

 
 

［年齢］ 
 

年齢が若くなるにつれ、『負担ではない』が概ね低くなっている。 

一方、他の年代と比べ、40～44歳は「負担している金額がわからない」（23.5％）が高く、給与天

引きによる納付意識の低さと推察する。 

 
 

 受けられるサービス 
 

「保険料などの負担が増えても施設サービスも在宅サービスも両方充実していくべきである」

（37.0％）が最も高い一方、「保険料などの負担もサービスも現行水準を維持すべきである」（24.6％）

が続いて高くなっている。 
 

 

（%） 

n=1,463 
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［性別］ 
 

女性は男性より「保険料などの負担が増えても施設サービスも在宅サービスも両方充実していくべ

きである」（38.6％）、「保険料などの負担もサービスも現行水準を維持すべきである」（26.9％）が男

性よりも高くなっている。。 

 
 

［年齢］ 
 

他の年代と比べ、50～54歳は「保険料などの負担が増えても施設サービスも在宅サービスも両方充

実していくべきである」（40.4％）が高くなっている。 

 
 

（3）地域包括支援センター 

Q20．地域包括支援センターを利用していますか。（1つに○） 

 

「利用している」（3.3％）と「知っているが利用していない」（24.9％）に比べ、「知らない」（70.7％）

となっており、認知度の低さを表している。 

 

（%） 

n=1,463 
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［性別］ 
 

「知らない（地域包括支援センター認知度）」は男性（76.2％）が女性（66.4％）より9.8ポイント

高くなっている。 

3.3

3.2

3.5

24.9

19.9

29.4

70.7

76.2

66.4

1.1

0.8

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=1,463

男性

n=664

女性

n=770

利用している 知っているが利用していない 知らない 不明
 

 

［年齢］ 
 

年代が上がるにつれ、「知らない」が低くなっている。 

 
 

（4）認知症に関する理解 

Q21．あなたは認知症に関する次の内容を知っていますか。（知っているもの全てに○） 

 

「脳の障害によって、記憶力・判断力・理解力が低下する病気であり、多くの人がかかる可能性が

ある」（87.3％）と「原因や状態によっては、早期に発見し適切な治療を受けることによって、症状

を軽くしたり、進行を遅らせたりすることができる」（74.9％）が特に高くなっている。 
 

87.3

74.9

50.6

45.6

47.8

4.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

脳の障害によって、記憶力・判断力・理解力が低下する病気であり、

多くの人がかかる可能性がある

原因や状態によっては、早期に発見し適切な治療を受けることによっ

て、症状を軽くしたり、進行を遅らせたりすることができる

何もわからなくなってしまうわけではなく、感情やプライドは保たれる

ため、本人は多くの不安や混乱を抱えている

環境の変化への適応が難しくなるため、住み慣れた家庭や地域の暮

らしの中で、生活することが大切である

徘徊などの行動には原因があり、無理に押さえ込むのではなく、接し

方を工夫したり、周りの環境を整えることが大切である

不明

 

 

n=1,463（複数回答） 

（%）
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［性別］ 
 

「脳の障害によって、記憶力・判断力・理解力が低下する病気であり、多くの人がかかる可能性が

ある」を除くすべての項目で、「知っていた」は女性が男性より10ポイント以上高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回

答

）

脳
の
障
害
に
よ
っ
て

、
記
憶

力
・
判
断
力
・
理
解
力
が
低

下
す
る
病
気
で
あ
り

、
多
く

の
人
が
か
か
る
可
能
性
が
あ

る 原
因
や
状
態
に
よ
っ
て
は

、

早
期
に
発
見
し
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

、

症
状
を
軽
く
し
た
り

、
進
行

を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る

何
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
は
な
く

、
感
情

や
プ
ラ
イ
ド
は
保
た
れ
る
た

め

、
本
人
は
多
く
の
不
安
や

混
乱
を
抱
え
て
い
る

環
境
の
変
化
へ
の
適
応
が
難

し
く
な
る
た
め

、
住
み
慣
れ

た
家
庭
や
地
域
の
暮
ら
し
の

中
で

、
生
活
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る

徘
徊
な
ど
の
行
動
に
は
原
因

が
あ
り

、
無
理
に
押
さ
え
込

む
の
で
は
な
く

、
接
し
方
を

工
夫
し
た
り

、
周
り
の
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る 不
明

全体 1,463 87.3 74.9 50.6 45.6 47.8 4.3

男性 664 85.8 68.5 41.6 37.3 41.1 5.4

女性 770 88.7 80.8 58.7 53.1 54.2 3.0  
 

［年齢］ 
 

他の年代と比べ、40～44歳はすべての項目において低くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）(

複
数
回

答

)

脳
の
障
害
に
よ
っ
て

、
記
憶

力
・
判
断
力
・
理
解
力
が
低

下
す
る
病
気
で
あ
り

、
多
く

の
人
が
か
か
る
可
能
性
が
あ

る 原
因
や
状
態
に
よ
っ
て
は

、

早
期
に
発
見
し
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

、

症
状
を
軽
く
し
た
り

、
進
行

を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る

何
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
は
な
く

、
感
情

や
プ
ラ
イ
ド
は
保
た
れ
る
た

め

、
本
人
は
多
く
の
不
安
や

混
乱
を
抱
え
て
い
る

環
境
の
変
化
へ
の
適
応
が
難

し
く
な
る
た
め

、
住
み
慣
れ

た
家
庭
や
地
域
の
暮
ら
し
の

中
で

、
生
活
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る

徘
徊
な
ど
の
行
動
に
は
原
因

が
あ
り

、
無
理
に
押
さ
え
込

む
の
で
は
な
く

、
接
し
方
を

工
夫
し
た
り

、
周
り
の
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る 不
明

全体 1,463 87.3 74.9 50.6 45.6 47.8 4.3

40～44歳 323 83.9 66.6 43.7 38.4 35.9 7.7

45～49歳 255 90.2 75.7 50.6 44.3 49.0 2.7

50～54歳 208 88.0 78.4 47.1 39.4 47.6 1.9

55～59歳 232 87.9 77.6 56.9 52.2 53.0 1.3

60～64歳 411 87.8 78.3 55.2 52.6 55.0 4.6
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（5）認知症対策 

Q22．松戸市が行っている認知症対策について、より充実させたほうがいいと思うものはどれで

すか。（あてはまる全てに○） 

 

「認知症サポーター養成講座（認知症に関する正しい知識を理解し、認知症の方や家族を見守る認

知症サポーターを養成する講座）」が54.3％で最も高くなっている。 

43.6

39.7

54.3

39.6

9.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

認知症予防教室や認知症講演会

認知症の方を介護する方の集まり

認知症サポーター養成講座（認知症に関する正しい知識を理解し、認知

症の方や家族を見守る認知症サポーターを養成する講座）

防災行政用無線による徘徊高齢者の探索（認知症の方が徘徊し、行方

不明になった場合に早期発見するため防災行政用無線で放送する）

不明

 
 

［性別］ 
 

「認知症サポーター養成講座（認知症に関する正しい知識を理解し、認知症の方や家族を見守る認

知症サポーターを養成する講座）」は女性（59.5％）が男性（48.6％）より10.9ポイント高くなって

いる。 

(%)

回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

認
知
症
予
防
教
室

や
認
知
症
講
演
会

認
知
症
の
方
を
介

護
す
る
方
の
集
ま

り 認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座

（
認
知
症
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を

理
解
し

、
認
知
症

の
方
や
家
族
を
見

守
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成

す
る
講
座

）

防
災
行
政
用
無
線

に
よ
る
徘
徊
高
齢

者
の
探
索

（
認
知

症
の
方
が
徘
徊

し

、
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
合
に
早

期
発
見
す
る
た
め

防
災
行
政
用
無
線

で
放
送
す
る

）

不
明

全体 1,463 43.6 39.7 54.3 39.6 9.1

男性 664 41.9 35.2 48.6 39.8 11.6

女性 770 45.7 44.0 59.5 39.5 6.5  
 

［年齢］ 
 

年齢による大きな特徴の差はみられない。 

(%)

回
答
者
数

（
人

）

(

複
数
回
答

)

認
知
症
予
防
教
室

や
認
知
症
講
演
会

認
知
症
の
方
を
介

護
す
る
方
の
集
ま

り 認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座

（
認
知
症
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を

理
解
し

、
認
知
症

の
方
や
家
族
を
見

守
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成

す
る
講
座

）

防
災
行
政
用
無
線

に
よ
る
徘
徊
高
齢

者
の
探
索

（
認
知

症
の
方
が
徘
徊

し

、
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
合
に
早

期
発
見
す
る
た
め

防
災
行
政
用
無
線

で
放
送
す
る

）

不
明

全体 1,463 43.6 39.7 54.3 39.6 9.1

40～44歳 323 38.7 45.2 52.9 36.8 11.5

45～49歳 255 41.6 40.4 55.3 40.8 8.2

50～54歳 208 46.6 42.3 57.7 36.1 9.1

55～59歳 232 48.3 37.1 54.7 39.2 6.9

60～64歳 411 46.0 36.3 53.5 42.6 8.3  

n=1,463（複数回答） 

（%）
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5．介護保険制度以外のサービスについて 

（1）充実すべき高齢者施策 

Q23．松戸市では、介護保険制度以外にも高齢者施策を実施していますが、その施策の必要性に

ついてうかがいます。より充実させたほうがいいと思うものはどれですか。（あてはまる全

てに○） 

 

「一人暮らし高齢者の人が、急病等の緊急事態に対応するための緊急通報装置の貸与」が57.7％で

最も高く、以下、「買物･食事の用意が困難な高齢者に食事を届け、安否の確認をする配食サービス」

が52.4％、「一人暮らし高齢者や高齢者世帯の人が、軽易な日常生活の援助を安価で利用できる軽度

生活援助事業」が50.0％、「低所得者の方に対する医療費の自己負担分の助成」が46.1％、「介護保険

の利用料・保険料などの助成」が40.9％などとなっている。 

 

 
 

n=1,463（複数回答） 

（%）
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［性別］ 
 

男性、女性ともに「一人暮らし高齢者の人が、急病等の緊急事態に対応するための緊急通報装置の

貸与」、「買物・食事の用意が困難な高齢者に食事を届け、安否の確認をする配食サービス」、「一人暮

らし高齢者や高齢者世帯の人が、軽易な日常生活の援助を安価で利用できる軽度生活援助事業」が上

位3項目となっている。 

(%)

回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
6
5
歳
以
上
の
方
に
対
し
て
行
う
介
護
予
防
事
業

市
内
1
1
ヶ
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行

っ
て
い
る

、
介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
等
の
総
合
的

な
相
談
窓
口

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
人
が

、
急
病
等
の
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与

買
物
・
食
事
の
用
意
が
困
難
な
高
齢
者
に
食
事
を
届
け

、
安
否
の
確
認
を
す
る
配
食
サ
ー

ビ
ス

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
人
が

、
軽
易
な
日
常
生
活
の
援
助
を
安
価
で
利
用
で
き
る
軽
度
生

活
援
助
事
業

急
病
等
で
自
宅
に
救
急
車
が
来
た
時
に
救
急
隊
が
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

、
か
か
り
つ
け
医
等
の

情
報
を
記
入
し

、
自
宅
に
備
え
て
お
く
救
急
時
情
報
用
紙
の
配
布

地
震
で
の
家
具
転
倒
防
止
の
た
め
の
器
具
の
購
入
費
・
取
付
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

在
宅
介
護
者
の
支
援
の
た
め

、
紙
お
む
つ
を
支
給
す
る
制
度

高
齢
者
の
健
康
維
持
の
た
め
に

、
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
の
助
成
券
を
交
付
す
る
事
業

地
域
で
生
き
が
い
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援

ク
ラ
ブ
活
動
や
高
齢
者
の
つ
ど
い
の
場
と
し
て
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
シ
ニ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
中
に
あ
る
無
料
で
入
浴
で
き
る
浴
室

市
内
の
公
衆
浴
場
の
入
浴
料
を
割
り
引
き
す
る
こ
と
に
よ
り

、
入
浴
を
通
じ
た
交
流
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

事
業

敬
老
祝
金
の
贈
呈
や
町
会
等
で
の
敬
老
事
業
へ
の
支
援

生
涯
学
習
大
学
や
各
種
教
養
講
座
な
ど
の
学
習
機
会
の
場
の
提
供

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

の
支
援
や
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
事
業
な
ど

、
就
労
促
進

ご
長
寿
ハ

ッ
ピ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
や
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
高
齢
者
の
健

康
を
め
ざ
す
事
業

低
所
得
者
の
方
に
対
す
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
助
成

介
護
保
険
の
利
用
料
・
保
険
料
な
ど
の
助
成

高
齢
者
向
け
の
住
宅
や
家
賃
補
助
事
業
な
ど
の
住
宅
施
策

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
を
増
や
す
施
策

そ
の
他

不
明

全
体

1,463 33.2 33.4 57.7 52.4 50.0 36.8 19.2 30.1 11.9 18.4 17.4 16.5 12.3 11.4 17.5 37.4 5.1 46.1 40.9 35.4 39.0 2.9 5.6

男
性

664 36.4 32.8 56.0 52.7 45.5 37.3 18.4 25.8 12.8 18.5 18.2 17.8 15.2 11.9 18.1 38.7 5.6 47.0 39.5 34.9 35.1 2.9 7.2

女
性

770 30.9 34.4 59.4 52.6 53.9 36.9 19.7 34.0 11.2 18.2 16.9 15.3 10.0 10.8 16.9 35.7 4.7 45.2 42.1 35.6 42.5 2.9 3.6
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［年齢］ 
 

いずれの年代においても「一人暮らし高齢者の人が、急病等の緊急事態に対応するための緊急通報

装置の貸与」、「買物・食事の用意が困難な高齢者に食事を届け、安否の確認をする配食サービス」、「一

人暮らし高齢者や高齢者世帯の人が、軽易な日常生活の援助を安価で利用できる軽度生活援助事業」

が上位3項目となっている。また、年代が上がるにつれ、「老人ホームなどの施設を増やす施策」が高

くなっている。 

 (%)

回

答

者

数

（
人

）

（
複

数

回

答

）

要

支

援

・

要

介

護

状

態

に

な

る

お

そ

れ

の

あ

る

6

5

歳

以

上

の

方

に

対

し

て

行

う

介

護

予

防

事

業

市

内

1

1

ヶ

所

の

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ
ー

で

行

っ

て

い

る

、

介

護

・

福

祉

・

保

健

・

医

療

等

の

総

合

的

な

相

談

窓

口

一

人

暮

ら

し

高

齢

者

の

人

が

、

急

病

等

の

緊

急

事

態

に

対

応

す

る

た

め

の

緊

急

通

報

装

置

の

貸

与

買

物

・

食

事

の

用

意

が

困

難

な

高

齢

者

に

食

事

を

届

け

、

安

否

の

確

認

を

す

る

配

食

サ
ー

ビ

ス

一

人

暮

ら

し

高

齢

者

や

高

齢

者

世

帯

の

人

が

、

軽

易

な

日

常

生

活

の

援

助

を

安

価

で

利

用

で

き

る

軽

度

生

活

援

助

事

業

急

病

等

で

自

宅

に

救

急

車

が

来

た

時

に

救

急

隊

が

迅

速

な

対

応

が

で

き

る

よ

う

に

、

か

か

り

つ

け

医

等

の

情

報

を

記

入

し

、

自

宅

に

備

え

て

お

く

救

急

時

情

報

用

紙

の

配

布

地

震

で

の

家

具

転

倒

防

止

の

た

め

の

器

具

の

購

入

費

・

取

付

費

の

一

部

を

助

成

す

る

制

度

在

宅

介

護

者

の

支

援

の

た

め

、

紙

お

む

つ

を

支

給

す

る

制

度

高

齢

者

の

健

康

維

持

の

た

め

に

、

は

り

・

き

ゅ

う

・

あ

ん

摩

の

助

成

券

を

交

付

す

る

事

業

地

域

で

生

き

が

い

づ

く

り

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

な

ど

を

す

る

老

人

ク

ラ

ブ

へ

の

支

援

ク

ラ

ブ

活

動

や

高

齢

者

の

つ

ど

い

の

場

と

し

て

の

老

人

福

祉

セ

ン

タ
ー

や

シ

ニ

ア

交

流

セ

ン

タ
ー

老

人

福

祉

セ

ン

タ
ー

の

中

に

あ

る

無

料

で

入

浴

で

き

る

浴

室

市

内

の

公

衆

浴

場

の

入

浴

料

を

割

り

引

き

す

る

こ

と

に

よ

り

、

入

浴

を

通

じ

た

交

流

を

楽

し

ん

で

も

ら

う

事

業

敬

老

祝

金

の

贈

呈

や

町

会

等

で

の

敬

老

事

業

へ

の

支

援

生

涯

学

習

大

学

や

各

種

教

養

講

座

な

ど

の

学

習

機

会

の

場

の

提

供

シ

ル

バ
ー

人

材

セ

ン

タ
ー

の

支

援

や

高

齢

者

無

料

職

業

紹

介

所

事

業

な

ど

、

就

労

促

進

ご

長

寿

ハ

ッ

ピ
ー

コ

ン

テ

ス

ト

や

良

い

歯

の

コ

ン

ク
ー

ル

な

ど

の

イ

ベ

ン

ト

の

実

施

に

よ

り

高

齢

者

の

健

康

を

め

ざ

す

事

業

低

所

得

者

の

方

に

対

す

る

医

療

費

の

自

己

負

担

分

の

助

成

介

護

保

険

の

利

用

料

・

保

険

料

な

ど

の

助

成

高

齢

者

向

け

の

住

宅

や

家

賃

補

助

事

業

な

ど

の

住

宅

施

策

老

人

ホ
ー

ム

な

ど

の

施

設

を

増

や

す

施

策

そ

の

他

不

明

全体 1,463 33.2 33.4 57.7 52.4 50.0 36.8 19.2 30.1 11.9 18.4 17.4 16.5 12.3 11.4 17.5 37.4 5.1 46.1 40.9 35.4 39.0 2.9 5.6

40～44歳 323 28.2 30.0 55.7 52.9 49.8 37.2 22.0 29.7 12.1 19.2 19.2 15.8 11.5 6.8 11.5 35.6 4.0 48.0 44.9 36.5 32.2 4.0 7.1

45～49歳 255 34.5 32.9 60.0 52.5 52.2 38.0 18.4 31.8 12.9 22.0 16.9 15.7 16.5 14.5 16.9 38.0 7.8 43.1 38.4 38.0 37.6 3.9 3.9

50～54歳 208 37.0 38.0 65.9 59.1 47.1 38.9 23.6 33.2 9.6 16.3 20.2 19.7 13.9 13.0 17.8 40.9 5.8 49.0 43.3 39.9 39.9 3.8 3.8

55～59歳 232 33.2 37.5 59.1 51.7 48.7 37.5 15.5 26.7 12.1 14.2 15.5 18.5 14.2 11.6 18.1 38.8 4.3 49.6 41.4 33.6 41.4 1.7 3.9

60～64歳 411 35.3 32.8 53.8 50.1 51.1 35.5 17.0 29.9 12.2 18.7 16.5 14.4 8.8 11.9 21.9 35.0 4.4 42.8 37.7 31.1 43.6 1.5 6.3
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［世帯構成］ 
 

その他（施設入居など）は「急病等で自宅に救急車が来た時に救急隊が迅速な対応ができるように、

かかりつけ医等の情報を記入し、自宅に備えておく救急時情報用紙の配布」（58.3％）、「シルバー人

材センターの支援や高齢者無料職業紹介所事業など、就労促進」（50.0％）が高くなっている。 

なお、回答者（対象母数）が少数のため参考として掲載する。 
 

(%)

回
答
者
数

（
人

）

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
6
5
歳
以
上
の
方
に
対
し
て
行
う
介
護
予

防
事
業

市
内
1
1

ヶ
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
る

、
介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医

療
等
の
総
合
的
な
相
談
窓
口

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
人
が

、
急
病
等
の
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
緊
急
通
報
装
置

の
貸
与

買
物
・
食
事
の
用
意
が
困
難
な
高
齢
者
に
食
事
を
届
け

、
安
否
の
確
認
を
す
る
配
食
サ
ー

ビ
ス

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
人
が

、
軽
易
な
日
常
生
活
の
援
助
を
安
価
で
利
用

で
き
る
軽
度
生
活
援
助
事
業

急
病
等
で
自
宅
に
救
急
車
が
来
た
時
に
救
急
隊
が
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

、
か
か

り
つ
け
医
等
の
情
報
を
記
入
し

、
自
宅
に
備
え
て
お
く
救
急
時
情
報
用
紙
の
配
布

地
震
で
の
家
具
転
倒
防
止
の
た
め
の
器
具
の
購
入
費
・
取
付
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

在
宅
介
護
者
の
支
援
の
た
め

、
紙
お
む
つ
を
支
給
す
る
制
度

高
齢
者
の
健
康
維
持
の
た
め
に

、
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
の
助
成
券
を
交
付
す
る
事
業

地
域
で
生
き
が
い
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
を
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援

ク
ラ
ブ
活
動
や
高
齢
者
の
つ
ど
い
の
場
と
し
て
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
シ
ニ
ア
交
流
セ

ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ
る
無
料
で
入
浴
で
き
る
浴
室

市
内
の
公
衆
浴
場
の
入
浴
料
を
割
り
引
き
す
る
こ
と
に
よ
り

、
入
浴
を
通
じ
た
交
流
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
事
業

敬
老
祝
金
の
贈
呈
や
町
会
等
で
の
敬
老
事
業
へ
の
支
援

生
涯
学
習
大
学
や
各
種
教
養
講
座
な
ど
の
学
習
機
会
の
場
の
提
供

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
支
援
や
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
事
業
な
ど

、
就
労
促
進

ご
長
寿
ハ

ッ
ピ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
や
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ

り
高
齢
者
の
健
康
を
め
ざ
す
事
業

低
所
得
者
の
方
に
対
す
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
助
成

介
護
保
険
の
利
用
料
・
保
険
料
な
ど
の
助
成

高
齢
者
向
け
の
住
宅
や
家
賃
補
助
事
業
な
ど
の
住
宅
施
策

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
を
増
や
す
施
策

そ
の
他

不
明

全
体

1,463 33.2 33.4 57.7 52.4 50.0 36.8 19.2 30.1 11.9 18.4 17.4 16.5 12.3 11.4 17.5 37.4 5.1 46.1 40.9 35.4 39.0 2.9 5.6

一
人
暮
ら
し

245 36.3 37.1 62.9 55.5 56.3 36.3 21.6 33.5 20.4 19.6 22.0 22.9 18.8 16.7 22.0 39.2 10.2 55.1 44.5 47.8 36.3 5.7 2.9

家
族
な
ど
と
同
居

（
二
世
帯
住
宅
を
含
む

）

1,115 33.1 32.0 56.6 52.5 48.3 36.9 18.3 29.5 10.0 17.7 16.3 14.5 10.9 9.7 16.1 36.6 3.9 44.2 39.9 32.6 39.2 2.0 5.6

そ
の
他

（
施
設
入
居
な
ど

）

12 25.0 33.3 25.0 16.7 41.7 58.3 16.7 16.7 8.3 25.0 33.3 33.3 16.7 0.0 8.3 50.0 0.0 33.3 25.0 25.0 33.3 8.3 16.7
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6．今後の生活について 

（１）どのように暮らしたいのか 

Q24．今後の生活についてどのように考えていますか。（それぞれ1つに○） 

 

① 生活 

「引き続き現在の場所に居住していきたい」（63.9％）がほとんどであり、次いで「将来は別の場

所に転居したい」（18.0％）となっている。 

 
 

［性別］ 
 

性別による大きな特徴の差はみられない。 

 
 

［年齢］ 
 

60～64歳になると「引き続き現在の場所に居住していきたい」（73.2％）が顕著に高くなっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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［日常生活圏域］ 
 

他地区に比べ、「引き続き現在の場所に居住していきたい」は馬橋地区74.1％が、「将来は別の場所

に転居したい」は常盤平地区24.1％が高くなっている。 

 
 

② 就労 

「健康なうちは働き続けたい」が69.9％でほとんどであり、「仕事はせずにゆっくり暮らしたい」

が14.7％となっている。 
 

 

（%） 

n=1,463 
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［性別］ 
 

「健康なうちは働き続けたい」は男性（72.6％）が女性（67.7％）より4.9ポイント高くなってい

る。 

 
 

［年齢］ 
 

50～54歳の「健康なうちは働き続けたい」（80.3％）が他の年代と比べ、高くなっており、60～64

歳の「仕事はせずにゆっくり暮らしたい」（24.3％）が他の年代と比べ、高くなっている。 

 
 

③ 地域貢献 

「特に考えていない」（55.8％）が最も高いが、「可能な限り貢献したい」（37.3％）も存在する。 
 

 

（%） 

n=1,463 
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［性別］ 
 

性別による大きな特徴の差はみられない。 

 
 

［年齢］ 
 

年齢による大きな特徴の差はみられない。 

 
 

（2）希望介護場所 

Q25．仮に、あなたご自身が老後に寝たきりや認知症になり、介護が必要となった場合に、どこ

で介護を受けたいと思いますか。（1つに○） 

 

「特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に入所して介護を受けたい」（21.9％）、

「一概に言えない」（20.1％）と「現在の住まいで介護を受けたい」（19.9％）が、ほぼ同様の割合と

なっている。 

 

（%） 

n=1,463 
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［性別］ 

 

男性の「現在の住まいで介護を受けたい」が高いが、女性は「特別養護老人ホームや老人保健施設

などの介護保険施設に入所して介護を受けたい」や「介護付きの有料老人ホームや高齢者住宅に住み

替えて介護を受けたい」が高くなっている。 

19.9

23.3

17.1

14.8

10.2

19.1

21.9

19.7

23.8

3.8

4.1

3.5

1.2

1.8

0.5

20.1

20.5

19.5

15.8

17.8

14.3

2.6

2.6

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=1,463

男性

n=664

女性

n=770

現在の住まいで介護を受けたい

介護付きの有料老人ホームや高齢者住宅に住み替えて介護を受けたい

特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に入所して介護を受けたい

病院に入院して介護を受けたい

その他

一概に言えない

わからない

不明
 

 

［年齢］ 
 

50～54歳は「特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に入所して介護を受けたい」

（27.4％）が他の年代と比べ、高くなっている。 
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（3）在宅理由 

Q25-1．あなたが、在宅を選択する理由を教えてください。（1つに○） 

 

「現在の住まいで生活を続けたいから」（53.6％）と「施設に入るだけの経済的余裕がないから」

（21.0％）で、ほぼ高い理由を占めている。 
 

 
 

［性別］ 
 

「現在の住まいで生活を続けたいから」は男性（56.8％）が女性（49.2％）より7.6ポイント高く

なっている。 

また、「施設に入るだけの経済的余裕がないから」は女性（25.0％）が男性（18.1％）より6.9ポイ

ント高くなっている。 

 

 

（%） 

n=291 
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［年齢］ 
 

55～59歳の「現在の住まいで生活を続けたいから」（60.0％）が他の年代と比べ、高くなっている。 

 
 

（4）希望介護形態 

Q25-2．その際に、あなたはどのような介護を受けたいですか。（1つに○） 

 

「家族の介護を中心に、ホームヘルパーなどの外部の介護も利用したい」（37.2％）、「ホームヘル

パーなどの外部の介護を中心に、家族による介護も受けたい」（30.3％）が近い割合で続き、「ホーム

ヘルパーなどの外部の介護だけを受けたい」（14.5％）、「家族だけに介護されたい」（4.5％）は低く

なっている。 
 

 

（%） 

n=291 
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［性別］ 
 

「家族だけに介護されたい」は男性（6.5％）が女性（2.3％）より4.2ポイント高い一方で、「ホー

ムヘルパーなどの外部の介護だけを受けたい」が男性（19.4％）より女性（9.2％）より10.2ポイン

ト高くなっている。 

 
 

［年齢］ 
 

45～49歳は「家族の介護を中心」より「外部の介護を中心」が高くなっている。 
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（5）施設希望の理由 

Q25-3． あなたが、施設入所を選択する理由を教えてください。（1つに○） 

 

「家族に負担をかけたくないから」が54.1％で最も高く、以下、「家族がいないから」が11.7％、「専

門的な介護が受けられるから」が10.2％、「家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護ができないから」

が5.9％と続いている。 
 

 
 

［性別］ 
 

「家族に負担をかけたくないから」が男性（47.3％）、女性（58.7％）とともに最も高い。 

11.7

14.2

10.1

4.4

4.4

4.2

5.9

6.6

5.6

54.1

47.3

58.7

10.2

11.9

9.0

7.3

8.0

6.5

1.7

3.1

0.8

1.7

1.8

1.7

0.7

0.0

1.1

0.3

0.4

0.3

2.0

2.2

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=591

男性

n=226

女性

n=356

家族がいないから

家族は仕事をしているなど、介護の時間が十分にとれないから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護ができないから

家族に負担をかけたくないから

専門的な介護が受けられるから

緊急時の対応の面で安心だから

在宅で受けられる介護サービスでは不十分だから

介護のための部屋がない、入浴しにくいなど住宅の構造に問題があるから

その他

わからない

不明
 

 

（%） 

n=591 
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［年齢］ 
 

いずれの年代においても、「家族に負担をかけたくないから」が高くなっている。 

50～54歳の「家族がいないから」（17.8％）が他の世代と比べ、高くなっている。 

11.7

11.2

13.9

17.8

9.2

9.0

4.4

4.0

7.9

3.3

2.0

4.2

5.9

3.2

10.9

10.0

2.0

5.4

54.1

56.0

48.5

51.1

53.1

59.0

10.2

11.2

6.9

4.4

16.3

10.8

7.3

8.8

4.0

5.6

13.3

4.8

1.7

0.0

2.0

3.3

2.0

1.8

1.7

2.4

2.0

3.3

0.0

1.2

0.7

0.0

2.0

0.0

1.0

0.6

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

2.0

3.2

2.0

1.1

1.0

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=591

40～44歳

n=125

45～49歳

n=101

50～54歳

n=90

55～59歳

n=98

60～64歳

n=166

家族がいないから

家族は仕事をしているなど、介護の時間が十分にとれないから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護ができないから

家族に負担をかけたくないから

専門的な介護が受けられるから

緊急時の対応の面で安心だから

在宅で受けられる介護サービスでは不十分だから

介護のための部屋がない、入浴しにくいなど住宅の構造に問題があるから

その他

わからない

不明  
 

［世帯構成］ 
 

一人暮らしでは「家族がいないから」（42.1％）、家族などと同居（二世帯住宅を含む）では「家族

に負担をかけたくないから」（61.2％）が最も高くなっている。 
 

11.7

42.1

5.9

25.0

4.4

3.2

4.1

0.0

5.9

2.1

6.3

0.0

54.1

26.3

61.2

25.0

10.2

10.5

10.0

25.0

7.3

7.4

7.0

0.0

1.7

1.1

2.0

0.0

1.7

1.1

1.7

0.0

0.7

1.1

0.7

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

2.0

5.3

1.1

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=591

一人暮らし

n=95

家族などと同居

（二世帯住宅を含む）

n=459

その他（施設入居など）

n=4

家族がいないから

家族は仕事をしているなど、介護の時間が十分にとれないから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護ができないから

家族に負担をかけたくないから

専門的な介護が受けられるから

緊急時の対応の面で安心だから

在宅で受けられる介護サービスでは不十分だから

介護のための部屋がない、入浴しにくいなど住宅の構造に問題があるから

その他

わからない

不明
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（6）施設選択時重視 

Q25-4．あなたが施設を選ぶ際に重視したいことはどのようなことですか。（あてはまる全てに

○） 

 

「料金が安いこと」が61.6％で最も高く、以下、「具合が悪くなった時にすぐに治療や看護を受け

られること」が51.4％、「雰囲気が明るいこと」が50.8％、「職員からきめ細やかな介護をしてもらえ

ること」が50.6％となっている。 
 

 
 

［性別］ 
 

性別による大きな特徴の差はみられない。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）(

複
数
回
答

)

職
員
か
ら
き
め
細
や
か
な
介
護
を
し
て

も
ら
え
る
こ
と

具
合
が
悪
く
な

っ
た
時
に
す
ぐ
に
治
療

や
看
護
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

リ
ハ
ビ
リ
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

設
備
が
整

っ
て
い
る
こ
と

雰
囲
気
が
明
る
い
こ
と

個
室
が
整
備
さ
れ
る
な
ど

、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー

が
保
た
れ
る
こ
と

料
金
が
安
い
こ
と

地
元

（
近
所

）
に
あ
る
こ
と

家
族
の
希
望
に
合
う
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明

全体 591 50.6 51.4 27.7 47.0 50.8 47.5 61.6 29.4 24.5 1.4 0.3 0.8 9.0

男性 226 46.5 46.9 25.2 42.5 43.4 39.4 58.4 26.5 22.6 0.0 0.0 1.3 8.8

女性 356 53.7 54.5 29.5 50.0 55.3 52.5 63.8 30.9 25.0 2.2 0.6 0.6 9.0

n=591（複数回答） 

（%） 
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［年齢］ 
 

55～59歳は「個室が整備されるなど、プライバシーが保たれること」が最も高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

職
員
か
ら
き
め
細
や
か
な
介
護
を
し

て
も
ら
え
る
こ
と

具
合
が
悪
く
な

っ
た
時
に
す
ぐ
に
治

療
や
看
護
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

リ
ハ
ビ
リ
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

設
備
が
整

っ
て
い
る
こ
と

雰
囲
気
が
明
る
い
こ
と

個
室
が
整
備
さ
れ
る
な
ど

、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
保
た
れ
る
こ
と

料
金
が
安
い
こ
と

地
元

（
近
所

）
に
あ
る
こ
と

家
族
の
希
望
に
合
う
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明

全体 591 50.6 51.4 27.7 47.0 50.8 47.5 61.6 29.4 24.5 1.4 0.3 0.8 9.0

40～44歳 125 40.8 47.2 18.4 41.6 46.4 38.4 64.0 25.6 26.4 2.4 0.0 1.6 13.6

45～49歳 101 50.5 40.6 24.8 47.5 51.5 43.6 61.4 27.7 26.7 0.0 1.0 0.0 8.9

50～54歳 90 64.4 58.9 32.2 53.3 52.2 55.6 74.4 31.1 21.1 1.1 1.1 0.0 5.6

55～59歳 98 49.0 51.0 24.5 40.8 42.9 53.1 49.0 25.5 25.5 2.0 0.0 1.0 7.1

60～64歳 166 52.4 58.4 36.7 51.8 57.8 49.4 61.4 34.3 21.7 1.2 0.0 1.2 7.8
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7．介護者としての状況について 

（１）世話をすべき家族 

Q26．ご家族の中に、あなたが現に介護をしている方はいますか。（どちらかに○） 

 

「いる」が15.3％、「いない」が82.5％となっている。 
 

 
 

［経年比較］ 
 

前期計画時の調査（平成22年度）結果とは、選択肢が異なるため厳密に比較はできないが、参考と

して掲載する。 

 

※平成22年調査の選択肢は「すでに世話をしている家族がいる」、「将来世話をしなければならないと

思っている家族がいる」、「家族などはいるが、自分が主に世話をしなければならないかどうかはわから

ない」、「自分が主に世話をしなければならない家族はいない」、「その他」、「無回答」 
 

（%） 

n=1,463 
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［日常生活圏域］ 
 

「いる」は明第2西地区（21.2％）が最も高く、常盤平地区（11.0％）が最も低くなっている。 
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［性別］ 
 

性別による大きな特徴の差はみられない。 

 
 

［年齢］ 
 

50～54歳は「いる（被介護者）」（18.8％）が高くなっている。 

 
 

［世帯構成］ 
 

その他（施設入居など）は「いる（被介護者）」（33.3％）が高くなっている。 
 

15.3

9.8

16.3

33.3

82.5

85.3

82.6

50.0

2.2

4.9

1.1

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=1,463

一人暮らし

n=245

家族などと同居

（二世帯住宅を含む）

n=1,115

その他（施設入居など）

n=12

いる いない 不明
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（2）被介護者の所在 

Q27．その方は、どちらにいらっしゃいますか。（あてはまる全てに○） 

 

「同居」が46.4％で最も高く、以下、「施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型

医療施設）」が20.1％、「市内に別居」が12.1％などとなっている。 
 

 
 

［性別］ 
 

「その他施設（グループホーム、有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、ケアハウス）」

は男性（17.2％）が女性（7.1％）より10.1ポイント高くなっている。 

年齢による大きな特徴の差はみられない。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

施
設

（
介
護
老
人

福
祉
施
設

、
介
護

老
人
保
健
施
設

、

介
護
療
養
型
医
療

施
設

）

そ
の
他
施
設

（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム

、

有
料
老
人
ホ
ー

ム

、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住

宅

、
ケ
ア
ハ
ウ

ス

）

入
院
中

同
居

市
内
に
別
居

市
外
に
別
居

そ
の
他

不
明

全体 224 20.1 11.2 4.5 46.4 12.1 5.4 0.0 0.4

男性 93 21.5 17.2 2.2 46.2 8.6 3.2 0.0 1.1

女性 126 19.8 7.1 5.6 47.6 14.3 5.6 0.0 0.0
 

［年齢］ 
 

年齢による大きな特徴の差はみられない。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

施
設

（
介
護
老
人

福
祉
施
設

、
介
護

老
人
保
健
施
設

、

介
護
療
養
型
医
療

施
設

）

そ
の
他
施
設

（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム

、

有
料
老
人
ホ
ー

ム

、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住

宅

、
ケ
ア
ハ
ウ

ス

）

入
院
中

同
居

市
内
に
別
居

市
外
に
別
居

そ
の
他

不
明

全体 224 20.1 11.2 4.5 46.4 12.1 5.4 0.0 0.4

40～44歳 34 17.6 5.9 8.8 50.0 17.6 0.0 0.0 0.0

45～49歳 40 17.5 7.5 5.0 50.0 20.0 0.0 0.0 0.0

50～54歳 39 25.6 12.8 2.6 43.6 10.3 2.6 0.0 2.6

55～59歳 39 15.4 15.4 2.6 56.4 5.1 5.1 0.0 0.0

60～64歳 66 24.2 13.6 3.0 39.4 9.1 10.6 0.0 0.0

n=224（複数回答） 

（%）
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（3）施設希望の理由 

Q27-1．施設への入所を選んだ主な理由を教えてください。（1つに○） 

 

「自宅の居住環境では介護を続けていくことが難しかったから」が38.6％で最も高く、以下、「専

門的なケア（医療ケア、認知症ケア等）が必要だったから」が20.0％、「介護への精神的負担が大き

かったから」が18.6％、「介護への身体的負担が大きかったから」が17.1％と概ね同様の割合となっ

ている。 
 

 
 

［性別］ 
 

「自宅の居住環境では介護を続けていくことが難しかったから」は男性（44.4％）が女性（32.4％）

より12.0ポイント高くなっている。 

 

（%） 

n=70 
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［年齢］ 
 

「自宅の居住環境では介護を続けていくことが難しかったから」は55～59歳（58.3％）で高くなっ

ている。 

 

 

（4）介護をしている時間 

Q27-2．その方へ見守りを含め介護する時間は一日どのくらいですか。（1つに○） 

 

「必要なときに手を貸す程度」が59.9％で最も高く、以下、「半日程度」が11.8％、「2～3時間程度」

が11.2％、「ほとんど終日」が10.5％となっている。 
 

 

（%） 

n=152 
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［性別］ 
 

「必要なときに手を貸す程度」は男性（64.3％）が女性（57.1％）より7.2ポイント高くなってい

る。一方、「ほとんど毎日」は女性（13.2％）が男性（7.1％）より6.1ポイント高く、逆転している。 

 

 

［年齢］ 
 

他の年代と比べ、50～54歳は「必要なときに手を貸す程度」（56.5％）が低くなっている。 
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（5）介護日数 

Q27-3．その方を一か月にどのくらい介護していますか。（1つに○） 

 

「ほとんど毎日」が61.2％だが、次は「月2回以下」の14.5％となっており、頻度は両極端となっ

ている。 

 
 

［性別］ 
 

「月4回程度」は男性（14.3％）が女性（6.6％）より7.7ポイント高くなっている。 

 
 

［年齢］ 
 

50～54歳は「ほとんど毎日」が73.9％と高くなっている。 

 

（%） 

n=152 
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（6）介護期間 

Q27-4．これまでの介護期間はどのくらいですか。（1つに○） 

 

「2～3年」が39.5％、「5年以上」が21.7％、「4～5年」が17.1％、「1年以内」が16.4％となってい

る。 

 
 

［性別］ 
 

「2～3年」は男性（46.4％）が女性（36.3％）より10.1ポイント高くなっている。 

 

 

［年齢］ 
 

他の年代と比べ、50～54歳は「1年以内」（30.4％）が突出して高くなっている。 

 

（%） 

n=152 
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（7）協力者 

Q27-5．その方の介護にあたり協力者はいますか。（あてはまる全てに○） 

 

「配偶者」が24.3％、「自分の兄弟・姉妹」が23.0％に次いで、「いない」が21.1％となっている。 
 

 
 

［性別］ 
 

男性は「配偶者」の32.1％が、女性は「いない」の24.2％が最も高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

配
偶
者

娘 息
子

自
分
の
兄
弟
・
姉
妹

配
偶
者
の
兄
弟
・
姉

妹 そ
の
他

い
な
い

不
明

全体 152 24.3 9.9 5.3 23.0 1.3 9.9 21.1 5.3

男性 56 32.1 8.9 1.8 21.4 1.8 12.5 17.9 3.6

女性 91 20.9 9.9 7.7 20.9 1.1 8.8 24.2 6.6  
 

［年齢］ 
 

年齢による大きな特徴の差はみられない。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

(

複
数
回
答

)

配
偶
者

娘 息
子

自
分
の
兄
弟
・
姉
妹

配
偶
者
の
兄
弟
・
姉

妹 そ
の
他

い
な
い

不
明

全体 152 24.3 9.9 5.3 23.0 1.3 9.9 21.1 5.3

40～44歳 26 30.8 7.7 0.0 15.4 0.0 19.2 19.2 7.7

45～49歳 29 10.3 10.3 10.3 24.1 3.4 13.8 27.6 0.0

50～54歳 23 39.1 8.7 0.0 17.4 4.3 4.3 21.7 4.3

55～59歳 27 25.9 11.1 7.4 25.9 0.0 14.8 11.1 3.7

60～64歳 41 24.4 9.8 7.3 22.0 0.0 2.4 26.8 7.3  

n=152（複数回答） 

（%）
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（8）介護方法 

Q28．今後の介護の方法はどのように考えていますか。（1つに○） 

 

「可能な限り在宅で」が40.2％、「引き続き施設に入所」、「必要に応じて施設への入所」及び「で

きるだけ施設への入所」を合わせた37.6％より多くなっている。 
 

 
 

（9）在宅介護に必要 

Q28-1．可能な限り在宅で介護していくためには何が必要だと思いますか。（あてはまる全てに○）

 

「必要なときにいつでも利用できるサービス」が74.4％、「身体的負担を軽減するためのサービス」、

「介護に関する費用負担の軽減」及び「緊急時に対応してくれる事業」がいずれも54.4％で、続いて

いる。 
 

 

n=224 

n=90（複数回答） 

（%）

（%）
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［性別］ 
 

「緊急時に対応してくれる事業」は女性（69.8％）が男性（32.4％）より37.4ポイント高くなって

いる。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複

数
回
答

）

身
体
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
サ
ー

ビ
ス

精
神
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
サ
ー

ビ
ス

必
要
な
と
き
に
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ

ス 定
期
的
に
巡
回
し
て
く

れ
る
サ
ー

ビ
ス

介
護
す
る
家
族
が
休
息

を
と
れ
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
の
実
施

介
護
し
や
す
い
住
環
境

の
整
備

介
護
に
関
す
る
費
用
負

担
の
軽
減

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に

介
護
相
談
が
で
き
る
場

所 介
護
す
る
家
族
同
士
が

お
互
い
に
知
識
や
悩
み

を
共
有
で
き
る
場
所

緊
急
時
に
対
応
し
て
く

れ
る
事
業

そ
の
他

全体 90 54.4 42.2 74.4 28.9 44.4 20.0 54.4 31.1 16.7 54.4 3.3

男性 34 61.8 44.1 70.6 20.6 44.1 11.8 50.0 23.5 8.8 32.4 2.9

女性 53 50.9 41.5 79.2 34.0 45.3 26.4 60.4 35.8 20.8 69.8 1.9
 

 

［年齢］ 
 

回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回

答

）

身
体
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス

精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス

必
要
な
と
き
に
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

定
期
的
に
巡
回
し
て
く
れ
る

サ
ー
ビ
ス

介
護
す
る
家
族
が
休
息
を
と

れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
実

施 介
護
し
や
す
い
住
環
境
の
整

備 介
護
に
関
す
る
費
用
負
担
の

軽
減

困
っ
た
と
き
に
気
軽
に
介
護

相
談
が
で
き
る
場
所

介
護
す
る
家
族
同
士
が
お
互

い
に
知
識
や
悩
み
を
共
有
で

き
る
場
所

緊
急
時
に
対
応
し
て
く
れ
る

事
業

そ
の
他

不
明

全体 90 54.4 42.2 74.4 28.9 44.4 20.0 54.4 31.1 16.7 54.4 3.3 1.1

40～44歳 12 75.0 50.0 66.7 16.7 66.7 25.0 83.3 41.7 33.3 66.7 8.3 0.0

45～49歳 18 61.1 50.0 94.4 27.8 33.3 5.6 44.4 44.4 5.6 50.0 0.0 0.0

50～54歳 16 62.5 62.5 81.3 25.0 68.8 25.0 68.8 25.0 12.5 56.3 0.0 6.3

55～59歳 14 64.3 42.9 71.4 35.7 42.9 42.9 78.6 35.7 14.3 57.1 0.0 0.0

60～64歳 26 34.6 23.1 65.4 34.6 26.9 11.5 34.6 19.2 19.2 53.8 3.8 0.0
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（10）申込施設 

Q28-2．既に申込みをしている施設はありますか。（あてはまる全てに○） 

 

「申込はしていない」が43.3％で、申込をしている施設は「特別養護老人ホーム」が31.1％となっ

ている。 
 

 
 

［性別］ 
 

性別による大きな特徴の差はみられない。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
(

複
数
回
答

)

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

介
護
老
人
保
健
施

設 グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

そ
の
他

申
込
は
し
て
い
な

い 不
明

全体 84 33.3 9.5 3.6 3.6 46.4 7.1

男性 39 33.3 10.3 7.7 5.1 46.2 2.6

女性 45 33.3 8.9 0.0 2.2 46.7 11.1  
 

［年齢］ 
 

45～49歳は「特別養護老人ホーム」へ58.3％が申し込んでいる。 

回答者（対象母数）が少数のため参考として掲載する。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

介
護
老
人
保
健
施

設 グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

そ
の
他

申
込
は
し
て
い
な

い 不
明

全体 84 33.3 9.5 3.6 3.6 46.4 7.1

40～44歳 15 33.3 6.7 0.0 6.7 46.7 6.7

45～49歳 12 58.3 0.0 8.3 0.0 25.0 8.3

50～54歳 16 25.0 0.0 0.0 6.3 56.3 12.5

55～59歳 14 28.6 21.4 7.1 7.1 42.9 0.0

60～64歳 27 29.6 14.8 3.7 0.0 51.9 7.4  

n=84（複数回答） 

（%）
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（11）申込期間 

Q28-3．最初に施設の申込みをしてからどのくらいの期間が経ちましたか。（1つに○） 

 

「1年未満」が33.3％、「2年以上3年未満」が20.5％、次いで「1年以上2年未満」が15.4％となって

いる。 

 
 

［性別］ 
 

「1年以上2年未満」は女性（21.1％）が男性（10.0％）より11.1ポイント、「2年以上3年未満」は

男性（25.0％）が女性（15.8％）より9.2ポイント高くなっている。 

 
 

［年齢］ 
 

回答者（対象母数）が少数のため参考として掲載する。 

 

（%） 

n=39 
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（12）入所許可時の対応 

Q28-4．施設より入所許可の連絡があったらあなたはどうしますか。（1つに○） 

 

「すぐに入所手続きをする」が59.0％、「入院しているのでひとまず辞退する」が10.3％、「本人と

話し合い入所を希望したら入所手続きをする」が7.7％となっている。 
 

 
 

［性別］ 
 

「すぐに入所手続きをする」は女性（63.2％）が男性（55.0％）より8.2ポイント高くなっている。 

 
 

［年齢］ 
 

回答者（対象母数）が少数のため参考として掲載する。 

 

（%） 

n=39 
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（13）就労状況 

Q29. あなたは、これまで介護をすることによって就労状況に変化がありましたか。（1つに○）

 

「介護の経験がないため変化はない」及び「もともと就労していない」以外では、「介護休暇等は

ない、または使えないが就労は続けている」が14.6％となっている。 

 
 

［性別］ 
 

「もともと就労していない」は女性（12.5％）が男性（4.7％）より7.8ポイント、「介護の経験が

ないため変化はない」は男性（64.8％）が女性（52.2％）より12.6ポイント高くなっている。 

 
 

［年齢］ 
 

年齢による大きな特徴の差はみられない。 

 

（%） 

n=1,463 
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（14）介護上の困りごと等 

Q30．あなた（主な介護者）が現在もしくは今後介護を行う上で、困ることや悩むことは何だと

思いますか。（あてはまる全てに○） 

 

「早朝・夜間・深夜などの対応が大変である」が44.6％で最も高く、以下、「精神的に疲れる」が

43.9％、「介護に要する費用がかかる」が37.0％、「介護する時間がなかなかとれない」が34.3％など

となっている。 

34.3

13.3

18.0

30.6

44.6

32.5

24.8

11.3

43.9

19.8

3.6

12.6

24.2

3.9

11.6

37.0

15.0

22.1

20.5

8.3

2.3

3.1

7.6

4.6

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

介護する時間がなかなかとれない

相談できる人がいない

相談する場所がわからない

介護の方法がわからない

早朝・夜間・深夜などの対応が大変である

緊急時の対応が大変である

腰痛など身体的な負担が大きい

介護を行う側の健康状態が良くない

精神的に疲れる

介護者のリフレッシュのための時間が取れない

家族や近隣の方などの理解が足りない

本人が介護サービスを使いたがらないことがある

イライラし本人に怒鳴ってしまうことがある

思わず手を上げてしまうことがある

本人の訴えを無視してしまうことがある

介護に要する費用がかかる

認知症を診察してくれる医療機関（診療科）がわからない

認知症の方への対応の仕方がわからない

急激に症状が悪化した場合の緊急受入施設がわからないまたはない

徘徊して行方がわからなくなるときがある

その他

特にない

わからない

不明

 
 

［性別］ 
 

男性は「相談する場所がわからない」、「介護の方法がわからない」、「認知症の方への対応の仕方が

わからない」など、知識や情報面における理由が高く、女性は「腰痛など身体的な負担が大きい」、「介

護を行う側の健康状態が良くない」などの身体面における理由が高くなっている。 

(%)

回
答
者
数

（
人

）

(

複
数
回
答

)

介
護
す
る
時
間
が
な
か
な
か
と
れ
な
い

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

相
談
す
る
場
所
が
わ
か
ら
な
い

介
護
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

早
朝
・
夜
間
・
深
夜
な
ど
の
対
応
が
大
変
で
あ

る 緊
急
時
の
対
応
が
大
変
で
あ
る

腰
痛
な
ど
身
体
的
な
負
担
が
大
き
い

介
護
を
行
う
側
の
健
康
状
態
が
良
く
な
い

精
神
的
に
疲
れ
る

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
の
た
め
の
時
間
が
取

れ
な
い

家
族
や
近
隣
の
方
な
ど
の
理
解
が
足
り
な
い

本
人
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
使
い
た
が
ら
な
い
こ

と
が
あ
る

イ
ラ
イ
ラ
し
本
人
に
怒
鳴
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る

思
わ
ず
手
を
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

本
人
の
訴
え
を
無
視
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

介
護
に
要
す
る
費
用
が
か
か
る

認
知
症
を
診
察
し
て
く
れ
る
医
療
機
関

（
診
療

科

）
が
わ
か
ら
な
い

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い

急
激
に
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
の
緊
急
受
入
施

設
が
わ
か
ら
な
い
ま
た
は
な
い

徘
徊
し
て
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
き
が
あ

る そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明

全体 1463 34.3 13.3 18.0 30.6 44.6 32.5 24.8 11.3 43.9 19.8 3.6 12.6 24.2 3.9 11.6 37.0 15.0 22.1 20.5 8.3 2.3 3.1 7.6 4.6

男性 664 41.1 16.7 20.5 34.3 43.2 33.7 18.4 8.1 39.3 16.1 3.8 9.5 22.9 4.2 9.9 36.4 12.8 23.9 19.9 7.5 2.3 3.3 9.5 4.5

女性 770 28.8 10.5 16.4 27.4 45.8 31.4 30.3 13.9 47.9 22.9 3.4 15.5 25.6 3.6 13.2 37.9 16.6 20.5 21.2 9.0 2.3 3.0 6.1 4.0
 

n=1,463（複数回答） 

（%）
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［年齢］ 
 

性別による大きな特徴の差はみられない。 

いずれの年代においても、「早朝・夜間・深夜などの対応が大変である」、「精神的に疲れる」が上

位項目となっている。 

(%)

回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

介
護
す
る
時
間
が
な
か
な
か
と
れ
な
い

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

相
談
す
る
場
所
が
わ
か
ら
な
い

介
護
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

早
朝
・
夜
間
・
深
夜
な
ど
の
対
応
が
大
変
で
あ

る 緊
急
時
の
対
応
が
大
変
で
あ
る

腰
痛
な
ど
身
体
的
な
負
担
が
大
き
い

介
護
を
行
う
側
の
健
康
状
態
が
良
く
な
い

精
神
的
に
疲
れ
る

介
護
者
の
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
の
た
め
の
時
間
が
取

れ
な
い

家
族
や
近
隣
の
方
な
ど
の
理
解
が
足
り
な
い

本
人
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
使
い
た
が
ら
な
い
こ

と
が
あ
る

イ
ラ
イ
ラ
し
本
人
に
怒
鳴

っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る

思
わ
ず
手
を
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

本
人
の
訴
え
を
無
視
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

介
護
に
要
す
る
費
用
が
か
か
る

認
知
症
を
診
察
し
て
く
れ
る
医
療
機
関

（
診
療

科

）
が
わ
か
ら
な
い

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い

急
激
に
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
の
緊
急
受
入
施

設
が
わ
か
ら
な
い
ま
た
は
な
い

徘
徊
し
て
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
き
が
あ

る そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明

全体 1,463 34.3 13.3 18.0 30.6 44.6 32.5 24.8 11.3 43.9 19.8 3.6 12.6 24.2 3.9 11.6 37.0 15.0 22.1 20.5 8.3 2.3 3.1 7.6 4.6

40～44歳 323 45.5 16.4 26.3 47.4 47.7 36.2 26.3 9.6 52.0 25.1 5.0 12.1 31.0 5.9 15.2 48.6 20.1 31.3 25.1 11.5 1.9 1.2 6.5 2.2

45～49歳 255 50.2 15.3 18.4 31.4 46.3 34.9 22.7 9.8 46.7 21.2 5.9 13.7 25.5 4.7 14.5 40.4 18.0 21.6 20.4 8.6 0.8 1.6 7.8 3.5

50～54歳 208 39.9 15.9 22.1 32.2 42.3 33.7 22.6 11.5 44.7 17.3 4.8 15.4 23.6 4.8 9.1 37.0 12.0 25.0 23.6 8.7 2.4 2.4 7.7 3.8

55～59歳 232 28.4 12.1 12.9 22.0 45.3 31.9 24.6 11.6 39.2 18.1 2.6 12.9 24.6 2.6 9.1 34.5 10.3 17.2 14.7 7.3 4.3 6.5 5.6 3.0

60～64歳 411 17.0 9.5 13.1 21.4 42.1 28.0 26.0 13.1 38.2 16.5 0.7 10.9 18.5 2.2 10.0 28.0 12.9 16.3 19.2 5.8 2.4 4.1 9.7 6.8

 

（15）地域ボランティア 

Q31．ご自身もしくはご家族の介護のために、地域のボランティアを受け入れてもよいと思いま

すか。（1つに○） 

 

「必要に応じて受け入れる」が73.5％、「受け入れるつもりはない」が15.9％、「全面的に受け入れ

る」が5.3％である。 
 

 

 

（%） 

n=1,463 
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［性別］ 
 

男性、女性ともに「必要に応じて受け入れる」が68.5％、77.9％で最も高いが、「受け入れるつも

りはない」は男性（20.0％）が女性（12.6％）より7.4ポイント高くなっている。 

 
 

［年齢］ 
 

いずれの年代も「必要に応じて受け入れる」が最も高いが、55歳以上の年代は「受け入れるつもり

はない」の割合が高くなっている。 

 
 

（16）費用 

Q31-1．その際の費用はどれくらいが適切だと思いますか。（1つに○） 

 

「介護保険料サービス利用料より安い」が38.8％、「介護保険料サービス利用料と同等」が26.6％、

「ワンコイン（500円）程度」が16.0％、「交通費等の実費のみ」が8.7％である。 
 

 

（%） 

n=1,152 
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［性別］ 
 

男性、女性ともに「介護保険料サービス利用料より安い」が35.6％、41.9％で最も高いが、女性23.2％

に比べ、男性の「介護保険料サービス利用料と同等」が30.5％と割合が高くなっている。 

 

 

［年齢］ 
 

55～59歳のみ、ほかの年代と異なり「介護保険料サービス利用料より安い」（29.6％）を「介護保

険料サービス利用料と同等」（37.3％）が上回り、以下、いずれの年代も「ワンコイン（500円）程度」、

「交通費等の実費のみ」となっている。 
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8．まとめと考察 

●身体状態や日常の生活状況について 

地域活動等への参加状況については、「参加していない」が80％を超えており、前期計画時の調査

（平成22年度）の約60％に比べ、20ポイントも参加者が減っている状況にある。 

参加している活動については、「地域行事（祭りなどの地域の催しもの）」の12％といった一過性の

参加に留まっている。 

また、参加していない理由については、55～59歳の「仕事などが忙しく、まったく時間がとれない

から」以外は、性別や年代に関わらず「時間をとれないことはないが、時間があれば休養などにあて

たいから」が最も高い回答となっており、今後、参加してみたい活動についても、「特にない」が約

60％と突出して高く、生活の営みにおける優先順位の低さが伺える。 

地域包括ケアシステムの構築にあたっては、地域コミュニティや地域ネットワークの整備が重要と

なるため、互助機能の再生に対する関心、意識の向上を図らなければならず、「どんな団体や活動が

あるのか知らないから」という回答者に対し、きめ細かな情報の提供、気軽に参加することができる

ような魅力ある地域活動、環境づくり、支援、周知活動を行っていく必要がある。 

隣近所との付き合いの程度については、「あいさつをする程度の人はいる」が約45％、「世間話や立

ち話をする程度の人はいる」が約30％、「つきあっている人はほとんどいない」が約15％を占め、「親

しくつきあっている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」については、10％にも満た

ない状況であり、人間関係の希薄さを露呈している。 

特に男性は、「付き合っている人はほとんどいない」や「あいさつをする程度の人はいる」が女性

に比べ高く、付き合いの浅さが伺え、さらに、年代が上がるにつれ、「親しく付き合っている人（訪

問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」が低くなる傾向を鑑みるに、定年退職後、社会との接

点が減った際、孤立感や疎外感などに陥らないよう、隣近所を始め地域などとの付き合いを通した本

人の健康維持（介護予防）、生きがい対策を推進するとともに、地域コミュニティにおける有効な人

材資源として、大いに活躍を期待するところである。 

健康感については、『健康』が約80％と、前期計画時の調査（平成22年度）の結果と比べても大き

な変化はない。 
 

●こころのハリと生きがい等について 

日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』人は全体の65％、『感じて

いない』人は全体の30％であり、前期計画時の調査（平成22年度）の結果（72％、23％）に比べ、7

ポイント、生きがい感を失っている。 

「こころのハリ」や「生きがい」を感じることは、男性は「働くこと（自営・家事等を含む）」が、

女性は「旅行や買い物などの外出」が高くなっており、年代では、40～44歳は「家族との団らん」が、

45～59歳までは「働くこと（自営・家事等を含む）」が、60歳以上は「旅行や買い物などの外出」が

高くなっている。 

また、「家族との団らん」は年代が若いほど高い傾向がある。 

男性は、定年退職により、「働くこと」から得られる生きがい感が低下することが見込まれ、「家族

との団らん」も少なく、「近所付き合い」も希薄な傾向から、人と接する機会の減少が推察される。 

このため、社会参加を促す情報の提供、機会の創出及び知識・技能の付与などの支援が重要になる

ものと考える。 

生活の中で不安や心配が『ある』人は全体の73％と、不安や心配が『ある』人がかなり多い。 

また、健康ではない人のうち85％の人が不安や心配が『ある』と回答し、その約90％が「自分の体

調や病気について」である。 

全体としては、どのようなことに不安・心配に感じているかは「将来の自分の暮らしの先行き（生
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活設計など）について」が突出しており、特に40～49歳で73％と高くなっている。「こころのハリ」

や「生きがい」を感じるためには、健康維持の重要性が伺える。 
 

●保険料について 

介護保険制度の認知度については、「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める」が

約70％で最も高く、「介護保険は、被保険者が納める保険料と利用者の1割の負担金のほかに、約半分

は税金を財源にしている」は24％と低い。 

前期計画時の調査（平成22年度）結果と比較して、高齢社会の進展に伴う関心の高まりにより、認

知度が上昇している項目もあるため、今後もさらに情報提供と広報活動を推進する必要がある。 

また、地域包括支援センターの認知度については、70％以上が「知らない」状況である。 

地域包括ケアシステムの構築及び介護保険事業の健全運営を推進する上で、中心的な役割を担う機

関であるため、さらなる周知を図り、地域に根ざしていく必要がある。 

介護保険料については、『負担である』が約55％で、『負担ではない』が約24％である。 

受けられるサービスについては、「保険料などの負担が増えても施設サービスも在宅サービスも両

方を充実していくべきである」が37％で最も高いが、次いで「保険料などの負担もサービスも現行水

準を維持すべきである」が約25％となっており、この受益と負担に対する意識の相関には留意が必要

である。 

当該調査対象である若年者層は40～64歳の第2号被保険者であるため、保険料の負担増を実施した

結果、万が一滞納につながった場合、加入している医療保険の保険者の事業運営に影響が及ぶことに

なる。 
 

●認知症について 

認知症の認知度については、「脳の障害によって、記憶力・判断力・理解力が低下する病気であり、

多くの人がかかる可能性がある」と「原因や状態によっては、早期に発見し適切な治療を受けること

によって、症状を軽くしたり、進行を遅らせたりすることができる」は高いが、「徘徊などの行動に

は原因があり、無理に押さえ込むのではなく、接し方を工夫したり、周りの環境を整えることが大切

である」と「環境の変化への適応が難しくなるため、住み慣れた家庭や地域の暮らしの中で、生活す

ることが大切である」が他と比べて低かった。 

また、ほとんどの項目で、男性は女性より10ポイント以上、認知度が低い傾向が伺えるため、特に

男性に対する情報の提供、啓発の促進が必要であると考える。 
 

●今後の生活について 

今後の生活については「引き続き現在の場所に居住していきたい」が約64％で、年代別には60～64

歳が73.2％で特に高く、施設介護サービスの必要性も感じつつも、永住・在宅を志向していることが

伺える。 

また、「健康なうちは働き続けたい」という生涯現役志向が70％であるが、地域貢献については、「特

に考えていない」が56％で、ここでの就労意欲は、収入及び自身の生きがい目的による回答であるこ

とが推察される。 
 

●充実すべき高齢者施策について 

充実すべき高齢者施策については、「一人暮らしの高齢者の人が、急病等の緊急事態に対応するた

めの緊急通報装置の貸与」、「買物･食事の用意が困難な高齢者に食事を届け、安否の確認をする配食

サービス」、「一人暮らしの高齢者や高齢者世帯の人が、軽易な日常生活の援助を安価で利用できる軽

度生活援助事業」といった在宅介護サービスの充実が望まれているが、「老人ホームなどの施設を増

やす施策」といった施設介護サービスの充実については、男性より女性が、また、年齢が上がるにつ
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れ、割合が高まっていることから、ここでも平均寿命の差が影響しているものと推察される。 
 

●介護者としての状況について 

被介護者の存在については、「同居」が46％で、「介護保険施設へ入所」が20％となっており、施設

への入所理由については、「自宅の居住環境では介護を続けていくことが難しかったから」が約40％

で最も高いため、軽易な住宅改修などで対応できる居住環境整備であるならば、それらにかかる支援、

助成の推進により、在宅介護の限界点が高まる可能性を見出すことができる。 

介護を要する時間については、「毎日」であるが「必要なときに手を貸す程度」を「配偶者」や「兄

弟・姉妹」とともに「2～3年」続けている割合が最も高い。 

今後の介護方法については、「可能な限り在宅で」が40％で、「引き続き施設に入所」、「必要に応じ

て施設への入所」及び「できるだけ施設への入所」を合わせた38％より高くなっているため、在宅介

護サービスとして望まれている「必要なときにいつでも利用できるサービス」、「身体的負担を軽減す

るためのサービス」、「介護に関する費用負担の軽減」及び「緊急時に対応してくれる事業」について、

拡充を図る必要があると推察される。 




